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2 成分材料用の電子式容積型プロポーショナー高度ディスプレイモジュールを用いたマニュアルシス
テム一般目的では使用しないでください。

重要な安全に関する指示
本説明書およびPD2K 設置・修理／部品説明書にある全ての警告お
よび指示を読んで下さい。これらの説明書は保管してください。

モデル部品番号と承認の情報について
は、3 ページを参照してください。
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モデル

モデル
図 1-7 を参照してください。コンポーネント識別ラベル向け (承認情報と認証を含む)

部品番号 シリーズ 最大エア作業圧力 最高流体作業圧力 PD2K および電気コント
ロールボックス (ECB)

ラベルの場所

低圧ポンプ：
300 psi (2.068 MPa,

20.68 bar)
MC0500 A 100 psi (0.7 MPa, 7.0 bar)

高圧ポンプ:
1500 psi (10.34 MPa,

103.4 bar)
MC1000

MC3000 酸
塩基素材

A 100 psi (0.7 MPa, 7.0 bar) 300 psi (2.068 MPa,
20.68 bar)

MC2000

MC4000 酸
塩基素材

A 100 psi (0.7 MPa, 7.0 bar) 1500 psi (10.34 MPa,
103.4 bar)

0359 II 2 G

.7 7 100
MAX AIR WPR

MPa bar PSI

2.068 20.68 300
MAX FLUID WPR

MPa bar PSI

PART NO. SERIES
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02
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ev
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Read Instruction Manual
Warning: Substitution of components
may impair intrinsic safety.

SERIAL

ProMix® PD2K / PD1K
Electronic Proportioner

MAX TEMP 50°C (122°F)

GRACO INC.
P.O. Box 1441
Minneapolis, MN 
55440 U.S.A.

MFG. YR.

Intrinsically Safe (IS) System.  Install 
per IS Control Drawing No. 16P577.
Control Box IS Associated
Apparatus for use in non hazardous
location, with IS Connection to color
change and booth control modules
Apparatus for use in:
Class I, Division 1, Group D T3
Hazardous Locations

II 2 G
Ex ia IIA T3
FM13 ATEX 0026
IECEx FMG 13.0011

Intrinsically safe
equipment for Class I,

Div 1, Group D, T3

Ta = 2°C to 50°C

Figure 1 モデル MC1000およびＭＣ3000 (低圧力)
識別ラベル

Figure 2 24M672 コントロールボックス識別ラベル 次のページに続くページへ進む。
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モデル

Figure 3 モデル MC2000 (高圧力) 識別ラベル

Figure 4 本質安全ではない識別変更コントロー
ル (付属品) 識別ラベル

Figure 5 本質安全識別変更コントロール (付属品)
識別ラベル

Figure 6 ブース コントロール識別ラベル

Figure 7 ポンプ拡張キット (アクセサリー) 識別
ラベル
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関連する説明書

関連する説明書
説明書番号 説明
3A2800 PD2K プロポーショナ 修理/部品説明書、手動システム
332457 PD2K プロポーショナー取り付け説明書、マニュアルシステム
3A2801 混合マニホールド取扱説明書 - 部品説明書
332339 修理部品説明書
332454 色変更バルブ修理-部品説明書
332455 色変更キット説明 - 部品取扱説明書
332456 第 3 および第 4 ポンプキット説明 - 部品取扱説明書
333282 色変更及びリモート混合マニホールドキット、取扱説明書/部品説明書
334512 PD1K ポンプ拡張キット説明書-部品取扱説明書
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警告

警告

以下の警告は、本装置の安全な設定、使用、接地、保守および修理に関するものです。感嘆符のシン
ボルは一般的な警告を、危険シンボルは手順自体の危険性を知らせます。これらのシンボルが、この
取扱説明書の本文に表示された場合、戻ってこれらの警告を参照してください。このセクションにお
いてカバーされていない製品固有の危険シンボルおよび警告は、必要に応じて、この取扱説明書の
本文に表示される場合があります。

警告
火災と爆発の危険性

作業場 に、溶剤や塗料の蒸気のような可燃性の蒸気が存在すると、火災や爆発の原因とな
ることがあります。火災と爆発を防止するには、以下の注意事項に従ってください。

• 十分換気された場所でのみ使用するようにしてください。
• パイロット灯やタバコの火、携帯電灯およびプラスチック製たれよけ布などのすべての着
火源(静電アークが発生する恐れのあるもの)は取り除いて下さい。

• 作業場にあるすべての装置を接地してください。接地 の説明を参照してください。
• 溶剤を高圧でスプレーしたり流したりしないでください。
• 溶剤、ボロ布、ガソリンなどの不要な物は作業場に置かないでください。
• 可燃性ガスが存在するときに、電源コードの抜き差し、または電源または照明のス
イッチのON/OFFはしないでください。

• 接地したホース以外は使用しないでください。
• 容器中に向けて引金を引く場合、ガンを接地した金属製ペールの縁にしっかりと当ててく
ださい。静電気防止または導電性でない限り、ペールライナーは使用しないでください。

• 静電気火花が生じた場合、 または感電したと感じた場合、操作を直ちに停止してくださ
い。問題を特定して、それを解決するまでは、装置を使用しないでください。

• 作業場には消火器を置いてください。

感電の危険性
本装置は必ず接地してください。接地、設定またはシステムの使用方法が不適切な場
合感電する可能性があります。

• ケーブル接続を外したり、装置の整備または設置を開始する前にメインスイッチの電源
をオフにし、電源を抜きます。

• 接地された電源にのみ接続してください。
• すべての電気配線は資格を有する電気技師が行う必要があります。ご使用の地域に
おけるすべての法令に従ってください。
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警告

警告
本質的安全

不適切に設置されたり、本質安全でない装置に接続された本質安全装置は、危険な状態を作
り出し、火災、爆発、または電気ショックを引き起こす場合があります。地域の規制お
よび以下の安全要求に従ってください。

• 設置が、火災に関するすべての条例、NFPA 33、NEC 500と516、OSHA 1910.107を含
む、クラスI、グループD、区分1 (北米)またはクラスI、ゾーン1および2 (欧州)危険区域の、
電気機器の設置に関する国、州および地域の規定に準拠することを確かめてください。

• 火災と爆発を防止には:
• 非危険区域専用として承認された装置を危険区域に設置しないでください。お客様の
モデルの本質安全評価については、ID ラベルを参照してください。

• 装置自体の安全性が損なわれる恐れがあるため、部品を代用しないでください。
• 本質安全端子に接触する装置は、本質安全の定格に適合する必要があります。これには、
DC電圧計、オーム計、ケーブルおよび接続部が含まれます。トラブルシューティングを
行う場合、危険区域から装置を取り出します。

皮膚への噴射の危険性

ディスペンス装置、ホースの漏れ、または部品の破裂部分から噴出する高圧の流体は皮膚を
貫通します。これはただの切り傷のように見えるかもしれませんが、体の一部の切断にもつ
ながりかねない重傷の原因となります。直ちに外科的処置を受けてください。

• チップガードおよび引き金ガードが付いていない状態で絶対にスプレーしないでください。
• スプレー作業を中断するときは、引金のセーフティロックを掛けてください。
• ガンを人や身体の一部に向けないでください。
• スプレーチップに手や指を近づけないでください。
• 液漏れを手、体、手袋、またはボロ巾等で止めたり、そらせたりしないでください。
• スプレー／ディスペンスを中止する場合、または装置を清掃、点検、または整備する前
に、 圧力解放手順 に従ってください。

• 装置を操作する前に、流体の流れるすべての接続箇所をよく締めてください。
• ホースおよびカップリングは毎日点検してください。摩耗または損傷した部品は直
ちに交換してください。

可動部品の危険性
可動部品は指や身体の一部を挟んだり、切断する恐れがあります。

• 可動部品に近づかないでください。
• 保護ガードまたはカバーを外したまま装置を運転しないでください。
• 加圧中の機器は、警告なしに起動することがあります。装置を点検、移動、またはサービ
スする前に、圧力開放手順に従い、すべての電源の接続を外してください。

334271E 7



警告

警告
有毒な液体または蒸気
有毒な液体または蒸気の危険性有毒な液体や蒸気が目に入ったり皮膚に付着したり、吸込ん
だり、飲み込んだりすると、重傷を負ったり死亡する恐れがあります。

• MSDS (材料安全データシート) を参照して、使用している流体の危険性について認
識してください。

• 有毒な流体は保管用として許可された容器に保管し、破棄する際は適用される基準に
従ってください。

• 装置でスプレー、ディスペンス、洗浄を行う際は、必ず、化学的不透過性の手袋を着
用する必要があります。

作業者の安全保護具
作業場にいる際、目の怪我、難聴、毒性ガスの吸引、および火傷を含む大怪我から自身を守
るために、適切な保護具を身につける必要があります。この保護具は以下のものを含みます
が、必ずしもこれに限定はされません。

• 保護めがねと耳栓。
• 流体および溶剤の製造元が推奨する呼吸マスク、保護服および手袋

装置誤用による危険
装置を誤って使用すると、死亡事故または重大な人身事故を招くことがあります。

• 疲労しているとき、薬物を服用した状態、または飲酒状態で装置を操作しないでください。
• システム内で耐圧または耐熱定格が最も低い部品の、最高作業圧力または最高使用温度を超
えないようにしてください。すべての機器取扱説明書の技術データを参照してください。

• 装置の接液部品に適合する流体または溶剤を使用してください。すべての機器取扱説
明書の技術データを参照してください。流体および溶剤製造元の警告も参照してくだ
さい。ご使用の材料に関する完全な情報については、販売代理店または小売店より
MSDS を取り寄せてください。

• 装置が通電中または加圧中の場合は作業場を離れないでください。
• 装置を使用していない場合は、すべての装置の電源を切断し、 圧力開放手順 に従っ
てください。

• 毎日、装置を点検してください。メーカー純正の交換用部品のみを使用し、磨耗また
は破損した部品を直ちに修理または交換してください。

• 装置を改造しないでください。装置を改造すると、機関の承認を無効にし、安全上の
問題が生じる場合があります。

• すべての装置が、それらを使用する環境用に格付けおよび承認されていること確認し
てください。

• 装置を定められた用途以外に使用しないでください。詳しくは販売代理店にお問い
合わせください。

• ホースとケーブルを通路、鋭角のある物体、可動部品、加熱した表面などに近づけ
ないでください。

• ホースをネジったり、過度に曲げたり、ホースを引っ張って装置を引き寄せたりし
ないでください。

• 子供や動物を作業場から遠ざけてください。
• 適用されるすべての安全に関する法令に従ってください。
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イソシアネート (ISO) に関する重要な情報

イソシアネート (ISO) に関する重要な情報
イソシアネート (ISO) は、2 コンポーネントの材料
で使用される触媒です。

イソシアネートの条件

イソシアネート類を含むスプレー材料は有害な
霧、蒸気、霧状の微粒子を発生させることがあ
ります。

• イソシアネート類に関する具体的な危険性や
注意事項については、メーカーの警告文及び
MSDS (製品安全データシート) をご覧下さい。

• イソシアネート類の使用には危険の可能性の
ある処理が関連します。訓練を受け、資格を持
ち、本説明書の情報、液体製造者の塗布指示お
よびＳＤＳを読み、理解した上で本器具を使用
してスプレーを行って下さい。

• 正しくないメンテナンスをされたり、調整ミ
スのある器具は、不適切に硬化された素材を生
じます。本説明書に従い注意深く器具のメンテ
ナンスと調整を行って下さい。

• イソシアネートの霧、蒸気、霧状の微粒子の
吸引を防ぐために、作業場にいる全ての方が
適切なレスピレーター保護具を着用して下さ
い。送気マスクを含む可能性のある、正しい
サイズのレスピレーターを常に着用して下さ
い。液体製造者のＳＤＳの指示に従って作業
場を換気して下さい。

• 皮膚のイソシアネート類との接触は避けて下
さい。作業場の全ての方が、液体の製造者およ
び地域の監督当局が推奨する、化学品が浸透不
可能な手袋、防護服、足被覆物を着用して下さ
い。汚染された衣類の取り扱いを含む、液体製
造者の全ての推奨事項に従って下さい。スプ
レー後は、飲食前に手や顔を洗って下さい。

素材の自然発火

材料の中には、厚く塗布されると自然発火を起
こすものがあります。材料メーカーの警告およ
び材料のMSDSを参照して下さい。

コンポーネンﾄA及びコンポーネン
トBは、別々にした状態にしておい
て下さい

流体ライン中の硬化素材には相互汚染が生じ、
重篤な怪我や器具の損傷を起こす可能性があり
ます。相互汚染を防止するため、次のことを
行ってください。

• コンポーネントＡとコンポーネントＢの接液
部品を交換しないで下さい。

• 一方の側で汚染された溶剤を絶対に他の側に
使用しないでください。
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イソシアネート (ISO) に関する重要な情報

イソシアネートの水分への反応

水分 (湿度など) にさらされることは ISO が部分的
に硬化する原因となり、細かく硬い摩耗性の結晶が
生じて、液体内に浮遊します。表面上に膜が形成さ
れるに従って、ISO は粘度を増し、ゲル化します。

注意
部分的に硬化した状態の ISO を使用すると、す
べての接液部品の性能と寿命を低下させること
になります。

• 通気孔に乾燥剤を詰めた密封容器、または窒
素封入した密封容器を使用してください。絶
対に 蓋の開いた容器で ISO を保管しないで
ください。

• ＩＳＯポンプのウェットカップもしくは油受け
（設置の場合）が適切な潤滑油で満たされてい
るようして下さい。潤滑油は ISO と外気の間
の障壁の役割を果たします。

• ＩＳＯと互換性のある防湿ホースのみを使用
して下さい。

• 再生溶剤は決して使用しないでください。水分
を含む場合があります。溶剤の容器は、使用し
ないときは、常に蓋を閉めておいてください。

• 組立直す際には、必ず適切な潤滑材を使用し
てネジ山の潤滑を行って下さい。

注：膜形成量及び結晶化の割合は、ISO の混合率、
湿度及び温度により変化します。

材料の変更

注意
お手元の器具の素材のタイプの変更については、
器具の損傷とダウンタイムを避けるために特別
に注意を払う必要があります。

• 材料を変更する場合、装置を数回フラッシュ
し、完全に清潔な状態にしてください。

• 洗浄後は、必ず液体入口ストレーナを清掃し
てください。

• 化学的適合性については、材料製造元にお問
い合わせください。

• エポキシ類、ウレタン類、ポリウレア類間で
の変更では、全ての液体コンポーネントを解
体してホースを変えて下さい。エポキシ樹脂
は多くの場合、B (硬化剤) 側にアミンがあり
ます。ポリウレアは多くの場合、A (樹脂) 側
にアミンがあります。
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酸性触媒に関する重要な情報

酸性触媒に関する重要な情報
PD2K プロポーショナーは、現在2コンポーネント、ウッド仕上げ材料で使用される酸性触媒(酸)用に設計さ
れています。現在使われている酸(pH値=1の強酸)は以前の酸より腐食性の強い酸です。こうした酸で強まっ
た腐食性に耐久できるよう、代替品を使用することなく、構成品により耐食性の高い接液材質が必要です。

酸性触媒条件

酸は可燃性であり、噴霧・調剤された酸は、潜在的に有害な霧、蒸気、霧状の微粒子を発生させます。
火災、爆発、および深刻な人的被害を避けるには、以下の注意事項に従ってください。

• 酸に関する具体的な危険性や注意事項については、メーカーの警告文及びSDS (製品安全デー
タシート) をご覧下さい。

• 触媒システム(ホース、取付金具など)は、メーカー推奨の酸適合のある純正部品のみ使って下さい。代
替品の部品を使った場合、その部品と酸の間に反応が起きることがあります。

• 酸の霧、蒸気、霧状の微粒子の吸引を防ぐために、作業場にいる全ての方が適切なレスピレーター保
護具を着用して下さい。送気マスクを含む可能性のある、正しいサイズのレスピレーターを常に着用
して下さい。酸製造者のＳＤＳの指示に従って作業場を換気して下さい。

• 皮膚の酸との接触は避けて下さい。作業場の全ての方が、酸の製造者および地域の監督当局が推奨
する、化学品が浸透不可能な手袋、防護服、足被覆物、エプロン、顔面シールドを着用して下さ
い。汚染された衣類の取り扱いを含む、流体体製造者の全ての推奨事項に従って下さい。飲食前
に手や顔を洗って下さい。

• 装置からの漏れがないか定期的に点検し、こぼれは迅速に取り去り、酸やその蒸気との直接的な接触
や吸入は徹底的に回避して下さい。

• 酸には熱、火花、炎を近づけないでください。作業場では煙草を吸わないでください。すべての着火
源を取り除いてください。

• 元の容器の中に酸を入れて、乾燥した冷暗所で換気の良い場所に保管して下さい。酸製造業者の推奨
に従い、直射日光やその他の化学物質からは遠ざけておいて下さい。容器の腐食を防ぐために、
代替の容器に酸を保管しないで下さい。保管スペースや周りの施設が汚染しないよう、蒸気の遺
漏を防ぐために元の容器は密閉して下さい。

酸性触媒の感湿性
酸性触媒は大気中の湿度とその他の汚染物質に敏感
な場合があります。大気に暴露される触媒ポンプと
バルブシールの領域にはISOオイル、TSL、又はそ
の他の互換性のある素材を満たして、酸の濃縮や早
期のシール損傷・故障を防ぐことをお勧めします。

注意
酸の濃縮はバルブのシールを損ない、性能を低
下し、触媒ポンプの耐用寿命を短縮します。酸
と水分の接触を避けるには:

• 通気孔に乾燥剤を詰めた密封容器、または窒素
封入した密封容器を使用してください。絶対に
蓋の開いた容器で酸を保管しないでください。

• 触媒ポンプとバルブシールに適切な潤滑剤を
満たしておいて下さい。潤滑油は酸と外気の間
の障壁の役割を果たします。

• 酸に適合する防湿ホースのみを使用してくだ
さい。

• 組立直す際には、必ず適切な潤滑材を使用し
てネジ山の潤滑を行って下さい。
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用語集

用語集
アドバンストディスプレイモジュール (ADM)
– システムのユーザーインターフェース。
高度表示モジュール, page 16を参照してください。

強化済み液体コントロールモジュール (EFCM) – シ
ステムの液体コントローラ

総計 - システム全体を通してディスペンスされた材
料の全量を示すリセット不可能な数値。

アイドル - ユーザーが設定可能な値でガンがトリ
ガーされていない場合、システムはアイドルモー
ドに入ります。 作業を再開するには、ガンのトリ
ガーを引いてください。

本質安全 (IS) - 危険区域において特定の部品を見つ
ける能力のこと。

作業合計 - システム全体を通して排出された材料の
量を示すリセット可能な数値。 ユーザーがブース
コントロールまたは ADM のジョブ完了キーを押
すとき、ジョブが完了します。

混合 - 樹脂 (A) と触媒 (B) の交差結合が発生する
とき。

ポットライフ時間 - 材料がスプレーできなくなる
までの時間。

ポットライフ量 – ポットライフタイマーがリセッ
トされるまでに混合マニホールド、ホース、アプ
リケータを通過させる必要のある材料の量。

ポンプ較正因子 – モーターの回転あたりディスペ
ンスされる材料の量。

パージ - すべてが混ざったとき、材料は混合マニ
ホールド、ホース、ガンから洗浄されます。

パージ時間 - すべての混合物がガンから洗浄される
までにかかった時間。

運転画面 - 運転画面はシステム操作と現在の状況
の画像説明です。 実行モード画面, page 30を参
照してください。

セットアップ画面 - セットアップ画面では、ユー
ザーがシステム、セットアップレシピを定義し、シ
ステムオペレーティングパラメータを確立できま
す。設定モード画面, page 37を参照してください。

スタンバイ - システムの状態。
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概要

概要

使用
電子式 2 コンポーネント塗装プロポーショナは、
急結塗料 (5 分以上のポット寿命) を含むほとんどの
2 コンポーネント塗装をブレンドできます。

• システムは材料 A をディスペンスし、液体流量
を監視し、引き続き比率で材料 B をディスペ
ンスします。

• 0.1:1 ～ 50.0:1 までの比率調整が可能です (材
料、流量、ポンプサイズの選択、混合点によっ
て異なります)。

• 最新の 200 ジョブ、200 エラー、200 イベントを
日付、時間、説明とともに表示します。

コンポーネントの識別および定義

構成部品 説明

電気コントロールボックス • 強化済み液体コントロールモジュール (EFCM)
• バリアボードと EFCM の 24 V 電源
• ポンプモーターの 48 V 電源
• 溶剤バルブとガン洗浄ボックスのソレノイドバルブ (存在する場合)
• エアフロースイッチ
• リレー
• ガン洗浄ボックスのオプションの圧力スイッチ (存在する場合)
• ポンプコントロールモジュール (2)、各ポンプに 1 つ
• CAN 絶縁ボード
• 本質安全電源バリアボード

液体コンポーネント • オペレータのベルトに取り付け可能な混合マニホールド (付属品)。
• 色/触媒バルブスタック。溶剤バルブとともに、材料 Aと B のための
空圧式で動作するバルブが含まれています。

• 溶剤フロースイッチ
• ポンプ
• 圧力トランスデューサ

アドバンストディスプレイモ
ジュール

システムのセットアップ、表示・稼働、監視を行うために使用しま
す。レシピの選択、エラーの読み取りとクリア、およびシステムをス
プレー、スタンバイ、またはパージモードにすることを含み、日々の
塗装作業のために使用されます。非危険区域に位置しています。

ブース制御 レシピの選択、エラーの読み取りとクリア、およびシステムをスプ
レー、スタンバイ、またはパージモードにすることを含み、日々の塗
装作業のために使用されます。危険区域に位置しています。
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概要

一般的な設置(MC1000, MC2000, MC3000, MC4000)

危険 (分類) 区域 非危険区域のみ

Figure 8

構成部品 説明

★ コンポーネント A ～ F は、ベースユニットに
含まれます。
A★ 材料A (色) ポンプ
B★ 材料B (触媒) 用ポンプ
C★ 溶剤バルブ
D★ ブース制御
E★ 電気コントロールボックス
F★ アドバンストディスプレイモ

ジュール

構成部品 説明

コンポーネント G ～ K は、オプションの色変更
キットに含まれます。
G 色変更バルブ (付属品)
H 色変更モジュール (付属品)
J 触媒変更バルブ (付属品)
K 触媒変更モジュール (付属品)

構成部品 説明

コンポーネントL～Sは付属品であるため、別途
ご注文いただく必要があります
L 液体/エアホース束(付属品) — 酸

での使用に適したホース束につい
てはPD2K設置説明書 (332457)を
参照して下さい。

M 混合マニホールド(付属品) —酸で
の使用に適した混合マニホール
ドに関しては、混合マニホール
ド説明書-部品説明書 (3A2801)を
ご覧ください。

N エアスプレーガン (付属品)
P ガンエアホース (付属品)
R 本質安全 CAN ケーブル (ブース

コントロールを電気コントロール
ボックスに接続)

S ガン液体ホース (付属品)

14 334271E



概要

一般的な設置(MC0500)

危険 (分類) 区域 非危険区域のみ

Figure 9

構成部品 説明

★ コンポーネントD、EおよびF は、ベースユ
ニットに含まれます。
D★ ブース制御
E★ 電気コントロールボックス
F★ アドバンストディスプレイモ

ジュール

構成部品 説明

ポンプAとBは必要ですが、システム設計の多様
性に合わせて別途に販売されています。
A★ 材料A (色) ポンプ
B★ 材料B (触媒) 用ポンプ

構成部品 説明

コンポーネント G ～ K は、オプションの色変更
キットに含まれます。
G 色変更バルブ (付属品)
H 色変更モジュール (付属品)
J 触媒変更バルブ (付属品)
K 触媒変更モジュール (付属品)

コンポーネントL～Sは付属品であるため、別途
ご注文いただく必要があります
L 液体/エアホース束(付属品) — 酸

での使用に適したホース束につい
てはPD2K設置説明書 (332457)を
参照して下さい。

M 混合マニホールド(付属品) —酸で
の使用に適した混合マニホール
ドに関しては、混合マニホール
ド説明書-部品説明書 (3A2801)を
ご覧ください。

N エアスプレーガン (付属品)
P ガンエアホース (付属品)
R 本質安全 CAN ケーブル (ブース

コントロールを電気コントロール
ボックスに接続)

S ガン液体ホース (付属品)
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高度表示モジュール

高度表示モジュール

ADM ディスプレイ

ADM ディスプレイがセットアップおよびスプレー
操作関連のグラフィックスおよびテキスト情報を
表示します

ディスプレイと各画面の詳細について
は、 実行モード画面, page 30また
は 設定モード画面, page 37を参照してく
ださい。

キーは数値データの入力、セットアップ画面への
移行、画面内でのナビゲート、画面でのスクロー
ル、およびセットアップ値の選択のために使用さ
れます。

注
ソフトキーボタンへの損傷を防ぐために、ボタ
ンを、ペン、プラスチックカード、または指の
爪などの鋭利なもので押さないでください。

1 2 3
4 5 6
7 8 9

0 .

Figure 10 高度表示モジュール

USB ダウンロード手順

データのダウンロードまたはアップロードを行う
には、ADM の USB ポートを使用します。

1. USB ダウンロードを有効にしま
す。 高度制御画面 3, page 61 を参照し
てください。

2. ADM の下の USB ポートからカバーを取り外し
ます。USB ドライブを挿入します。

3. ダウンロード中、USB のビジー状態が画面に
表示されます。

4. ダウンロードが完了すると、USB のアイドル
状態が画面に表示されます。USB ドライブを
取り外すことができます。
注：ダウンロード操作に 60 秒以上かかる場
合、メッセージが消えます。USB がビジーま
たはアイドル状態かどうか判別するには、画面
のエラーステータスバーをチェックします。ア
イドル状態の場合、USB を取り外します。

5. USB フラッシュドライブをそのコンピュータ
の USB ポートに挿入します。

6. USB フラッシュドライブは自動的に開きます。
開かない場合は、USB フラッシュドライブを
Windows ® Explorer 内で開きます。

7. Graco フォルダを開きます。
8. システムフォルダを開きます。複数のシステ

ムからデータをダウンロードする場合、複数
のフォルダが存在します。各フォルダには、
対応するADMのシリアル番号の付いたラベル
が付いています。(シリアル番号はADMの裏
側に表示されます。)

9. DOWNLOAD フォルダを開きます。
10. 最高数値のラベルの付いたログファイルのフォ

ルダを開きます。最高値は、最新のデータダウ
ンロードであることを示します。

11. ログファイルを開きます。ログファイルは、プ
ログラムがインストールされている場合は、デ
フォルト設定で、Microsoft® Excel® で開きま
す。それを Microsoft® Word の任意のテキスト
エディタで開くこともできます。
注：すべてのUSB ログは Unicode (UTF-16) 形
式で保存されます。ログファイルを Microsoft
Word で開く場合、エンコードには Unicode を
選択してください。

12. USB を取り外した後、USB カバーを常に再イ
ンストールし、ドライブから汚れやちりを取
り除きます。
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高度表示モジュール

USB アップロード手順
この手順を使用して、システム構成ファイルおよび
カスタム言語ファイルをインストールして下さい。

1. 必要に応じて、USBダウンロード手順に従っ
て、自動的に USB フラッシュドライブ上に適
切なフォルダ構造を生成します。

2. USB フラッシュドライブをそのコンピュータ
の USB ポートに挿入します。

3. USB フラッシュドライブは自動的に開きます。
開かない場合は、そのUSB フラッシュドライ
ブを Windows Explorer 内で開きます。

4. そのGraco フォルダを開きます。
5. システムフォルダを開きます。2つ以上のシス

テムで作業する場合は、Gracoフォルダ内に2
つ以上のフォルダが作成されます。各フォル
ダには、対応するADMのシリアル番号の付い
たラベルが付いています。(シリアル番号はモ
ジュール裏側に表示されます。)

6. システム構成設定値ファイルをインストールす
る場合、UPLOADフォルダ内にSETTINGS.TXT
ファイルを置きます。

7. カスタム言語ファイルをインストールする場
合、DISPTEXT.TXT ファイルを UPLOAD フォ
ルダに置きます。

8. そのUSB フラッシュドライブをコンピュータ
から取り外します。

9. USB フラッシュドライブをProMix PD2K シス
テムUSBポートのUSBポートにインストール
します。

10. アップロード中、USB のビジー状態が画面に
表示されます。

11. そのUSB フラッシュドライブをUSBポートか
ら取り外します。

注：カスタム言語ファイルがインストールされて
いた場合、ユーザは、詳細セットアップ画面1に
ある言語ドロップダウンメニューから新しい言語
を選択できます。
注：システム構成設定ファイルがインストールさ
れたら、USBフラッシュドライブ上のアップロー
ドフォルダからそのファイルを取り除くようお勧
めします。こうすれば、今後誤って設定変更が上
書きされるのを防ぐことができます。
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高度表示モジュール

ADM キーおよびインジケータ

注
ソフトキーボタンへの損傷を防ぐために、ボタ
ンを、ペン、プラスチックカード、または指の
爪などの鋭利なもので押さないでください。

Table 1 : ADM キーおよびインジケータ

記号 機能

起動/シャット
ダウンキーとイ
ンジケータ

ポンプ/モーターを起動またはシャットダウンするには、このキーを押します。

• 点滅しないの緑色はモーターに電力が供給されていることを示します。
• 点滅しない黄色はモーターへの電力がオフであることを示します。
• 点滅する緑色または黄色はシステムがセットアップモードであることを示します。

停止

このキーを押すと、直ちにシステムが停止し、電源を取り外します。

ソフトキー

これらのキーを押すと、各キーのすぐ隣に表示されている特定の画面または操作
が選択されます。 左上のソフトキーは編集キーで、画面の設定可能なフィールド
にアクセスできます。

ナビゲーショ
ンキー

• 左/右矢印: このキーを使用して画面間を移動します。
• 上/下矢印: 画面上のフィールド間、ドロップダウンメニューのアイテム間、また
は機能中の画面間で移動するのに使用します。

数字キーパッド 値を入力するには、このキーを押します。 ADM ディスプレイ, page 16を参照し
てください。

取消し

データ入力フィールドをキャンセルするには、このキーを使います。

セットアップ

このキーでセットアップモードを表示させたり、終了させたりもできます。

Enter

アップデートするフィールドを選択する、選択を行う、選択項目または値を保存す
る、画面に入る、またはイベントを確認するには、このキーを押します。
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高度表示モジュール

ソフトキーアイコン

以下のアイコンは、ADM ディスプレイの中に、そ
の操作を起動するソフトキーの左側または右側に
直接、表示されます。

注
ソフトキーボタンへの損傷を防ぐために、ボタ
ンを、ペン、プラスチックカード、または指の
爪などの鋭利なもので押さないでください。

Table 2 :ソフトキー機能

キー 機能

画面に移行します。

編集のために押して画面
に入ります。画面の編集
可能なデータをハイライ
トします。上/下矢印を
使用して、画面のデータ
フィールド間を移動しま
す。

画面を終了します。

編集後に押して画面を閉
じます。

受け入れる

押して較正値を受け入れ
ます。

キャンセル

押して取り消すか較正値
を拒否します。

ポンプのプライミング

押してポンプの吸い込み
手順を開始します。

ライン/充填/実行

押してラインの充填手順
を開始します。

混合

押してスプレー手順を開
始します。

パージ

押してガンのパージ手順
を開始します。

キー 機能

スタンバイ

ストップ

押してすべてのポンプを
停止してシステムをスタ
ンバイ状態にします。

圧力チェック

押してポンプの圧力
チェックを開始します。

量チェック

押してポンプの量チェッ
クを開始します。

ジョブ完了

押して材料の使用料をロ
グし、ジョブ番号を増加
します。

カウンタリセット

押して現在の使用量カウ
ンタをリセットします。

カーソルを左に
移動する

ユーザー ID キーボード
画面に表示されます。使
用してカーソルを左に移
動します。

カーソルを右に
移動する

ユーザー ID キーボード
画面に表示されます。使
用してカーソルを右に移
動します。

すべてを消去

ユーザー ID キーボード
画面に表示されます。使
用してすべての文字を消
去します。

バックスペース

ユーザー ID キーボード
画面に表示されます。使
用して同時に 1 文字消去
します。

大文字/小文字

ユーザー ID キーボード
画面に表示されます。使
用して文字を変更します
(大文字/小文字)。
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高度表示モジュール

画面の移動

以下の 2 つの画面セットがあります。

• 実行画面は、混合操作を制御し、システムステー
タスおよびデータを表示します。

• セットアップ画面は、システムパラメータおよ
びアドバンスト機能を制御します。

どの実行画面からでも を押して、セットアッ
プ画面に入ります。 システムにパスワードロック
がある場合は、パスワード画面が表示されます。
システムがロックされていない場合 (パスワード
は 0000 に指定されている)、システム画面 1 が表
示されます。

どのセットアップ画面からでも を押して、
ホーム画面に戻ります。

どの画面で編集機能をアクティブにするにも、エ

ンターソフトキー を押します。

どの画面を終了するにも、終了ソフトキー
を押します。

それらに並んでいるその他のソフトキーを使用し
て、機能を選択します。

画面アイコン
画面を移動してみて、アイコンが頻繁に使用されグ
ローバルコミュニケーションを簡素化していること
に気づくでしょう。以下の説明文で、それぞれの
アイコンが何を表しているかを説明しています。

画面アイコン

ユーザー ID ジョブ番号

ポットライフ 目標比率

レシピ番号r 流量

圧力 容量

マテリアル A マテリアル B

マテリアル A+B
溶剤

カレンダー 時刻

アラーム/勧告 偏差
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ブース コントロール

ブース コントロール

ブースコントロールディスプレイ
ブースコントロールはオペレーターが日常的塗装機
能として利用する主な制御装置です。これには、レ
シピ変更、ジョブ完了の信号送信、アラームの表示
/クリアおよびシステムのスタンバイ、混合、パー
ジモードの設定等が含まれます。それは通常ブー
ス内または塗装機付近に取り付けられています。

ブース コントロールは以下の形式でレシピを表
示します。

• R-xx (有効なレシピ)
• P-xx (ポンプにロードされるレシピ)
• G-xx (ガンにロードされるレシピ)

ブース コントロールはレシピとエラー状態の循
環を表示します。

• スプレーの準備 (ポンプとガンに同じレシピが
ロードされている) ができたら、レシピ番号
(R-xx) を表示します。ディスプレイが固定され、
レシピ 0 または 61 を表示しない場合、システム
はスプレーの準備ができています。(レシピ 61 は
不明な材料を示します。)

• ガンに 1 つのレシピがロードされ、ポンプに別
のものがロードされている場合、ディスプレイ
は 2 つのレシピ間を行き来します。

• アラームがある場合は、アラームコードが表示
され、確認するまで赤いアラームインジケータ
が点滅します。アラームを確認した後、LED は
固定されレシピ番号がコードに代わります。

• 有効化済みの複数のガン内蔵のシステムの場合、
有効なガン(AG-x)を識別します。

2 秒間スタンバイキーを押したまま、ポン
プをオンまたはオフにします。

新しいレシピを選択するには、希望のレシピまで
上 または下 にスクロールして、Enter

を押します。Enter が 5 秒以内に押されな
かった場合、システムは既存のレシピに戻ります。

Figure 11 ブース制御
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ブース コントロール

ブース コントロールキーとインジケータ
キー / インジケータ 定義と機能

アラームリセット
キーとインジケータ

• アラーム状態が発生すると、赤の LED が点灯します。
• いずれかのレベルでユーザーの確認が必要なイベントが発生すると、
赤の LED が点滅します。

• 確認のためにはキーを押します。LED はアラームが取り消された後、
消えます。

スタンバイモード
キーとインジケータ

• スタンバイモードを開始します。
• スタンバイモードでは緑の LED が点灯します。
• システムがオンの状態で、混合またはパージされていない場合、緑の
LED が点滅します。アイドルモードで、スタンバイ LED と混合 LED の
両方が点滅します。

• ポンプのメンテナンスチェック中、緑の LED が点滅します。
• キーを押したままにして、ポンプを起動またはシャットダウンします。

混合モードキーとイ
ンジケータ

• 混合モードを開始します。
• 混合モードの実行中には、LEDは点灯したままになります。
• 混合材料の充填中には緑の LED が点滅します。システムを混合材料充填
の開始後 30 秒以内に液体流量がない場合には、プロセスを再開する必
要があります。

• アイドルモードで、混合 LED とスタンバイ LED の両方が点滅します。

ジョブ完了キー

• そのジョブが完了したと信号を送信し、A と B 溶剤の合計器をリセッ
トします。

• ブース コントロールに現在のジョブ番号を表示するには、キーを押しま
す。二度目に次のジョブ番号まで現在のジョブと増加を記録するために押
します。非アクティブになってから 5 秒後にタイムアウトになります。

圧力コントロール
キーとインジケータ

• 圧力変更モードを起動します。
• 圧力変更モードでは緑の LED が点滅します。
• 圧力を変更するには、圧力コントロールキーを押して、上/下キーを使用し
て、希望の圧力を選択します。圧力変更モードは非アクティブになってか
ら 5 秒後にタイムアウトになります。保管されたレシピはスプレーモー
ドの後のみ更新されます。

パージモードキーと
インジケータ

• パージモードを開始します。
• パージモードでは緑の LED が点灯します。
• ガンにパージが必要で、パージの開始を待機中の場合、緑の LED が点
滅します。

「上」キー

• レシピ番号を上にスクロールさせます。
• 圧力変更モードで、圧力バルブを上にスクロールさせます。

「下」キー

• レシピ番号を下にスクロールさせます。
• 圧力変更モードで、圧力バルブを下にスクロールさせます。

エンターキー

• 選択されたレシピを入力し、色変更シーケンスを開始します。
• 圧力バルブの変更を受け入れます。
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操作

操作

操作前のチェックリスト
使用する前に、操作前のチェックリストを毎日
確認します。

✔ チェックリスト

システムが接地されている

すべての接地接続が完了しているこ
とを確認してください。取り付け説
明書の接地を参照してください。

すべての接続がしっかりと、正しく
行われている

すべての電気系統、液体、エア、お
よびシステム接続がしっかりと取り
付け説明書に従って行われているか
確認してください。

液体供給容器に液体が入っている

コンポーネント A、B および溶剤供
給容器をチェックします。

投与バルブが設定されているか

投与バルブが 1–1/4 回転で開くよう
に設定されていることを確認しま
す。 バルブ設定, page 29で推奨さ
れる設定で開始し、必要に応じて
調整します。

流体供給バルブが開いており圧力
が設定されている

推奨されるコンポーネント A および
B の液体供給圧力は、目標となるス
プレー圧力の 1/2 ～ 2/3 です。

注：低圧力システムは、± 100 psi
(0.7 MPa, 7 bar) の範囲内に設定で
きます。高圧力システムは、± 300
psi (2.1 MPa, 21 bar) の範囲内に設
定できます。入口圧力が出口圧力よ
りも高い場合、比率の正確性に影響
を与える可能性があります。

ソレノイド圧力が設定されている

85-100 psi0.6-0.7 MPa、6-7 bar入口
エア供給 (0.6-0.7 MPa, 6-7 bar)

装置使用前の洗浄
ポンプの液体セクションは軽油でテストされ、そ
の油はポンプの部品を保護するために液体経路に
残されます。 使用する液体が軽油により汚染され
るのを防ぐため、装置の使用前に適合溶剤で装置
を洗浄してください。

電源オン
1. AC 電源スイッチをつけてください (I = オン、

0 = オフ)。
2. システムが初期化する間、Graco ロゴが表示さ

れます。そして、ホーム画面が続きます。

3. スタートキー を押してください。システ
ム状態が「システムオフ」から「スタートアッ
プ」に変わります。ポンプの電源が入りホーム
位置にあると、システムステータスは「始動」
から「スタンバイ」に変わります。

Figure 12 電源スイッチ
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初期システムセットアップ
1. 設定モード画面, page 37 で説明されている通

りに、オプションのセットアップの選択を希望
のパラメータに変更します。

2. レシピ画面, page 49 と
フラッシュ画面, page 51 で説明されている通
りに、レシピと洗浄の情報を設定します。

システムのプライミングと充填
注：必要に応じて詳細な画面情報については
実行モード画面, page 30を参照してください。

注：混合マニホールドがスプレー位置に設定され
ていることを確認します。

注：システム全体にプライミングと充填を実施
する前に、ポンプまでの入力ライン又は色変更バ
ルブまでの入力ラインにプライミングを行う必要
があります。

1. 静電ガンをご使用の場合は、ガンを洗浄する前
に静電をシャットオフします。

2. メインの空気圧を調整します。適切な操作を
行うには、できるだけ 100 psi (0.7 MPa, 7.0
bar) に近くメインの空気圧を設定します。85
psi (0.6 MPa, 6.0 bar) 以下の状態で使用しない
でください。

3. 今回が初めてのシステム起動である場合、また
はラインに空気が含まれている可能性がある場
合、 パージ, page 26の指示通りにパージして
ください。この装置は軽油で検査されていま
す。 材料を汚染することを避けるために、軽
油を洗浄する必要があります。

4. システムの電源がオフのとき、ADMの を
押します。システムがスタンバイモードであ
ることを確認します。

5. レシピ画面, page 49 及
び フラッシュ画面, page 51をチェックして、
レシピとフラッシュシーケンスが正確にプログ
ラムされていることを確認します。

6. 充填画面, page 34に移動します。
7. ロードするのに希望の色を選択します。ポンプ

のプライミングキー を押してください。
色がカラースタックとアウトレットスタックダ
ンプバルブを通してポンプにロードされます。

注：単一色システムでは、手順 7 をスキップし
てポンプをガンまでプライミングします。

8. ライン充填キー を押して、混合マニホー

ルドに色をすべて充填します。停止キー
を押してポンプを停止するまで、ポンプは実
行します。

9. ラインに充填されるまで、ガンを接地済みリ
ザーバに向けてトリガーを引き、停止キー

を押します。
10. すべての材料ラインでも繰り返します。

24 334271E



操作

スプレー作業
複数の色システムをスプレーするには、
多色システム, page 67も参照してください。

注：必要に応じて詳細な画面情報については
実行モード画面, page 30を参照してください。

1. 希望の混合マニホールドをスプレー位置に設
定します。

2. 混合 を押します。システムは正し
い混合材料量をロードします。ブース コント
ロールに表示される混合モード LED とレシピ
は、混合充填中に点滅します。ガンに 1 つのレ
シピがロードされ、ポンプに別のものがロー
ドされている場合、ディスプレイは 2 つのレ
シピ間を行き来します。混合充填が完了した
ら、表示は R-xx. を示し、システムはスタンバ
イモードに移ります。
注：レシピが現在システムにロードされてい
ない場合、システムは混合充填を自動的に実
行します。混合充填量の計算には、混合マニ
ホールドの量と混合材料のホース量が含まれま
す。混合材料のホース量は、ガンホースの長さ
と システム画面 2, page 39に入力された直径
によって決定します。

3. 混合 を押します。混合モードLED
が点灯して、システムが混合を行っていること
を示します。目標圧力を調整して、流量を調整
します。スプレー画面に表示される流量率は、
ガンのコンポーネント Aおよび Bの合計です。

• 液体流量が低すぎる場合:スプレー画面また
はブース コントロールで設定されているス
プレー圧力を増加させます。

• 液体流量が高すぎる場合:スプレー画面また
はブース コントロールで設定されているス
プレー圧力を減少させます。

注：スプレー中にスプレー圧力が ADM または
ブース コントロールで調整される場合、これ
は希望のレシピの圧力を変更します。

4. ガンへの噴霧空気の電源を入れてください。ス
プレーガン説明書の指示に従ってスプレーパ
ターンを確認してください。

注：材料の最初の 120-150 cc (4-5 オンス) は使用し
ないでください。システムの吸い出し中に発生した
エラーにより十分に混合されていない場合がありま
す。スプレー LED はオンにする必要があります。

注
液体供給タンクが空の状態で運転されないよう
にしてください。これはポンプを損傷させて、
液体とエアの配分が装置の比率と許容誤差の設
定に到達する可能性があります。これはさらに
触媒作用を起こしていないまたは十分な触媒作
用を起こしていない材料をスプレー噴霧すると
いう結果をもたらすことがあります。
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パージ

1 色をパージして新しい色で充填するに
は、 色変更, page 67 を参照してください。

混合材料の洗浄

以下のような、混合マニホールドとガンのみをパー
ジする場合があります。
• ポットライフの終わり
• スプレーの中断時間がポットライフを超える場合
• 夜間シャットダウンまたはシフトの終了時
• 混合マニホールド、ホース、またはガンを整備
する前

1. [スタンバイ] を押します。
2. 高圧ガンまたは静電ガンを使用している場合、

噴霧空気をシャットオフします。
3. 高圧ガンを使用している場合は、引き金ロッ

クを掛けます。スプレーの先端を取り外し、
その先端を別途清掃します。

4. 静電ガンを使用している場合は、洗浄する前に
静電をシャットオフしてください。

5. ガンの引き金を引いて圧力を開放します。

6. 液体の飛散または噴射による人身事故を回避す
るために、できるだけ低い溶剤供給圧力を設
定します。一般的には、25–50 psi (0.18–0.35
MPa, 1.8–3.5 bar) の設定で十分です。

7. 混合マニホールドをフラッシュ位置に設定しま
す。

8. パージ を押します。パージシーケ
ンスが完了するまで、接地した金属製ペール缶
に向けて引き金を引きます。パージが完了し
たら、システムは自動的にスタンバイモード
に切り替わり引き金を引くようにユーザーに
信号を送ります。

9. システムが完全にきれいになっていない場合
は、繰り返します。
注：効率を最適化するため、1 サイクルのみ
で十分になるように、パージシーケンス時間
を調整してください。

10. ガンの引き金を引いて圧力を開放します。引き
金ロックをかけます。

11. スプレーの先端が取り外された場合は、再度取
り付けます。

12. 溶剤供給レギュレータを調整して、通常動作
圧力に戻します。

注：混合マニホールドとガンは、パージ後に溶剤
が満タンのままです。
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システムの洗浄

以下を行う前にこの手順を実行します。
• 装置に材料を初めて充填する場合
• 修理の実施
• 装置を長期間停止するとき
• 装置を保管する場合
単一の色システム
1. 圧力を開放します。 圧力解放手順, page 28を

参照してください。
2. ポンプインレットマニホールドから、色と触媒

供給ラインの接続を外し、制御されている溶
剤供給ラインを接続します。

3. 液体の飛散または噴射による人身事故を回避す
るために、できるだけ低い溶剤供給圧力を設
定します。一般的には、25–50 psi (0.18–0.35
MPa, 1.8–3.5 bar) の設定で十分です。

4. 混合マニホールドをスプレー位置に設定しま
す。

5. ADM で、充填画面に移動します。材料を色 (A)

に設定します。 を押します。システム
は、溶剤をポンプ A を通してガンにポンプしま
す。

6. 接地した金属ペール缶にガンの金属部分をしっ
かりと接触させます。洗浄溶剤が投入されるま
でガンの引き金を引きます。

7. ADM で、充填画面に移動します。材料を触媒

(B) に設定します。 を押します。シス
テムは、ポンプ B を通して溶剤をガンにポン
プします。

8. 圧力を開放します。参照、
圧力解放手順, page 28

色変更システム

1. 圧力を開放します。 圧力解放手順, page 28を
参照してください。

2. 下記のように制限された溶剤供給ラインを付
加します:

• 複数の色/単一の触媒システム:色側では、ポ
ンプ A のインレットマニホールドから色供給
ラインを取り外さないでください。代わり
に、制限された溶剤供給ラインを色バルブマ
ニホールドの指定した溶剤バルブに接続しま
す。触媒側では、ポンプ B の入口マニホール
ドから触媒供給ラインを取り外し、制御され
た溶剤供給ラインを接続します。

• 複数の色/複数の触媒システム:制御された溶
剤供給ラインを、色および触媒バルブのマニ
ホールド上にある専用の溶剤バルブと接続し
ます。溶剤供給ラインをポンプの入口マニ
ホールドに直接接続しないでください。

3. 液体の飛散または噴射による人身事故を回避す
るために、できるだけ低い溶剤供給圧力を設
定します。一般的には、25–50 psi (0.18–0.35
MPa, 1.8–3.5 bar) の設定で十分です。

4. 混合マニホールドをスプレー位置に設定しま
す。

5. ADM で、充填画面に移動します。色 (A) を選
択します。右側のボックスに色番号を入力しま
す。

6. ライン・フラッシュのボックスを選びます。
7. 選択された材料がまだロードされていない場

合、プライミングのソフトキー . を押しま
す。システムは選ばれたポンプに、そして出口
ダンプバルブへと溶剤をプライミングします。

8. 充填ソフトキー を押します。システムは

ユーザーが停止 を押すまで選択した色 (A)
ラインをフラッシュします。

9. 接地した金属ペール缶にガンの金属部分をしっ
かりと接触させます。洗浄溶剤が投入されるま
でガンの引き金を引きます。

10. それぞれの色ラインについても繰り返します。
11. 圧力を開放します。 圧力解放手順, page 28を

参照してください。
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圧力解放手順

このシンボルが表示されている箇所で
は、圧力開放手順に従ってください。

本装置は、圧力が手動で開放されるまでは、加
圧状態が続きます。皮膚の貫通などの加圧状態
の流体、流体の飛散、および可動部品から生じ
る重大な怪我を避けるには、スプレー停止後と
装置を清掃、点検、および整備する前に、圧力
開放手順に従ってください。

色変更なし

注：次の手順は、システムにおけるすべての液体
圧と空気圧を緩和するためのものです。

1. 供給ポンプをオフにします。供給ラインの液体
フィルタのドレインバルブを開き、供給ライン
の圧力を解放します。
注：システムに供給ラインのドラインバルブを
含まない場合、混合マニホールドをスプレーに

設定し を押します。ポンプを消耗
させるために、A と B の投与ポンプを 2 ～3 回
循環させてください。

2. [スタンバイ] を押します。ガンの引
き金を引いて圧力を開放します。

3. 混合マニホールドを洗浄に設定しま
す。混合マニホールドとガンを洗浄しま
す。 混合材料の洗浄, page 26 を参照してく
ださい。

4. 溶剤の供給ポンプをシャットオフします。圧力

を解放するには、パージ を押して
ガンのトリガーを引きます。圧力が解放された

らスタンバイ を押して、パージの
未完了アラームが鳴るのを避けます。

注：圧力が溶剤供給ポンプと溶剤バルブ間の溶剤
ラインに残っている場合、取り付け金具が非常に
ゆっくりと緩み、圧力を徐々に解放します。

色変更

注：次の手順は、システムにおけるすべての液体
圧と空気圧を緩和するためのものです。

1. 供給ポンプをオフにします。供給ラインの液体
フィルタのドレインバルブを開き、供給ライ
ンの圧力を解放します。それぞれの色にこれ
を行います。
注：システムに供給ラインのドラインバルブを
含まない場合、混合マニホールドをスプレー

に設定し を押します。ポンプを消
耗させるために、A と B の投与ポンプを 2 ～
3 回循環させてください。各色でそれを繰り
返します。

2. 高圧ガンを使用している場合は、引き金ロッ
クを掛けます。スプレーの先端を取り外し、
その先端を別途清掃します。

火災や爆発を防止するために、洗浄前は常
に静電気を停止して下さい。

3. 静電ガンを使用している場合は、洗浄する前に
静電をシャットオフしてください。

4. 混合マニホールドをスプレーに設定します。ガ
ンの引き金を引いて圧力を開放します。各色で
それを繰り返します。

5. パージ を押します。各色でそれを
繰り返します。溶剤バルブをシャットオフに
した後ガンのトリガーを開いたままにして、
すべての圧力を解放します。

6. システムをレシピ 0 に設定し、ポンプからガン
までシステムを洗浄します。洗浄が完了した
ら、システムがスタンバイ状態になります。

7. 溶剤の供給ポンプをシャットオフします。圧力

を解放するには、パージ を押して
ガンのトリガーを引きます。圧力が解放された

らスタンバイ を押して、パージの
未完了アラームが鳴るのを避けます。

注：圧力が溶剤供給ポンプと溶剤バルブ間の溶剤
ラインに残っている場合、取り付け金具が非常に
ゆっくりと緩み、圧力を徐々に解放します。
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バルブ設定
投与バルブとパージバルブは、六角ナット (E) を
完全に締まった状態から1-1/4逆回転させて、工
場でセットされます。

Figure 13 バルブの調整

遮断
1. 混合済み材料を見つけ、ポットライフエ

ラーとラインの液体セットアップを避けま
す。 パージ, page 26 を参照してください。

2. 圧力解放手順, page 28に従ってください。
3. 給気ラインとコントロールボックスのメイン

エア遮断バルブを閉じます。

4. ディスプレイモジュールの を押して、ポ
ンプの電源をオフにします。

5. システム電源をシャットオフします (0 の位
置)。

注：酸性触媒を抽送する時、酸性触媒への不要な
曝露を防止するために、常にプロポーショナー触
媒側のパージを完了して、システムから酸の洗浄
を行います。
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実行モード画面
注: 画面でグレーの選択フィールドとボタンは現
在アクティブではありません。

スプラッシュ画面
電源を入れた後、Graco ロゴは役 5 秒間表示され、
ホーム画面に続きます。

Figure 14 スプラッシュ画面

ホーム画面
ホーム画面はシステムの現在の状況を表示します。
以下の表は表示された情報を説明します。

ポンプ流量と圧力 (図示) の表示は、
システム画面 1, page 38の「診断モード」を選択
します。

Figure 15 診断をオンにした状態の混合モード時
のホーム画面
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ホーム画面キー

キー 説明 詳細
A 日付と時刻 設定は 高度制御画面 1, page 60を参照してください。
B メニューバー 実行画面左右の矢印キーを使用して、別の実行画面をスクロー

ルします。

• ホーム (診断モードで表示)
• スプレー ( スプレー画面, page 33を参照)
• 充填 ( 充填画面, page 34を参照)
• ポットライフ ( システム画面3, page 42で複数ガンが選択され
ている場合のみ表示複数の銃を持つシステムの情報, page 43も
参照のこと。

• 使用 ( 使用量画面, page 35を参照)
• ジョブ ( ジョブ画面, page 36を参照)
• エラー ( エラー画面, page 36 を参照)
• イベント ( イベント画面, page 36を参照)

システムステータス:操作の現在のモードを表示します:C ステータスバー

• ポンプオフ
• スタンバイ
• 始動
• 混合
• 充填
• パージ
• 遮断

• レシピ変更
• アイドル
• ポンプのプライミング
• 較正
• 失速試験
• メンテナンステスト

D エラーステータス アクティブなエラーコードを表示します。
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キー 説明 詳細
E ポンプアニメーションと診

断情報
F ポンプ番号 (1–4)
G マテリアル (A または B)
H 利用可能な色
J ポンプ入口の色
K ポンプインレットの圧力
L ポンプ流量
M ポンプ出口の色
N ポンプ出口圧力
P ポンプインジケータライト

• 透明 = 電源オフ
• 黄 = スタンバイ
• 緑 = アクティブ

S 溶剤流量 溶剤メータが取り付けてある場合、溶剤流量を示します。

ガンの混合材料を表示し、ガンのアクティブレシピを示します。
表示するガンアニメーション変更:

T ガンアニメーション

• (混合充填)

• (エアフローのある状
態で混合)

• (レシピスタンバイ)

• (パージ)

• (GFB のガンパージ)

• (GFB でスタンバイ状
態のパージ済みガン)

• (溶剤スタンバイ)

• (エアフローの無い状態
で混合)

U アクティブレシピ ( )
V 現在の比率 ( )
W 残存ポットライフ時間 ( )
X 現在のジョブの合計体積( )
Y 現在の流量 ( )
Z 現在の圧力( )
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スプレー画面
スプレー画面では以下の情報が表示されます。

• アクティブなレシピ (この画面で変更可能)
• 目標比率
• 実際比率
• 目標圧力 (この画面で変更可能)
• 実際圧力
• 実際流量
• 残存ポットライフ
• ガンアニメーション

Figure 16 スタンバイモードのスプレー画面

Figure 17 混合モードのスプレー画面

Figure 18 アイドルモードのスプレー画面
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充填画面

充填画面は、現在の色に割り当てられたポンプに
関して、以下の情報を表示します。

• 材質色 (A)、触媒 (B)、あるいは溶剤を選択しま
す。画面上部のポンプアニメーションは、選択さ
れた材料を表示します。溶剤が選択されている時
は、右側のボックスにポンプ番号を入力します。

• 洗浄ライン (色変更のあるシステムのみ)。指定
された材料ラインを溶剤で洗浄する場合、この
ボックスを選択します。システムはフラッシュ
シーケンス 1 を使用します。

ポンプのプライミングとラインの充填は、最初に
システムのプライミングと充填, page 24をお読
みください。

1. [編集] ソフトキー を押すと、編集用の
画面が開きます。

2. 色 (A) を選択します。
3. 右側のボックスに色番号を入力します。
4. 選択された材料がすでにロードされている場

合、プライミングのソフトキー . を押しま
す。システムは選択された色バルブを通して選
ばれたポンプに、そしてアウトレットダンプバ
ルブへと色 (A) を吸い出します。

5. 充填ソフトキー を押します。システムは

ユーザーが停止 を押すまで色 (A) ラインを
充填します。ガンを廃液容器にトリガーしま
す。

6. 触媒 (B) にも同様に行います。

システム(ポンプと液体ライン)を洗浄するには、
システムの洗浄, page 27を参照して下さい。

ポンプのみ洗浄する場合:

1. [編集] ソフトキー を押すと、編集用の
画面が開きます。

2. 溶剤を選択します。
3. 右側のボックスにポンプ番号を入力します。

4. [プライム] ソフトキー を押します。システ
ムは選ばれたポンプに、そしてダンプバルブへ
と溶剤 をフラッシュします。

Figure 19 充填画面、選択された色 (A)

Figure 20 充填画面、選択された溶剤
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使用量画面

最初の使用量画面は、現在のジョブ使用料と、コン
ポーネント A、B、A+B、溶剤 (S) の総計を表示し
します。第二の使用量画面は、すべての利用でき
る材料のためにポンプされる総数を表示します。

1. [編集] ソフトキー を押すと、編集用の
画面が開きます。

2. ユーザー ID ( ) を入力または変更するには、
フィールドを選択してユーザー ID キーボード
画面を開いて、希望の名前を入力します (最
高 10 文字)。

3. 現在のジョブをログするには、ジョブ完了ソフ

トキー を押します。これは現在の使用量
フィールドを取り消し、次のジョブ番号を増加
させます。総計は取り消しできません。過去の
ジョブを確認するには ジョブ画面, page 36を
参照してください。

4. [編集] ソフトキー を押すと、編集用の画
面が開きます。押して画面を閉じます。

Figure 21 使用量画面

Figure 22 ユーザー ID キーボード画面

Figure 23 使用量ログ
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ジョブ画面
ジョブ画面は、ログ内の最新のジョブ番号、レシ
ピ、A+B の量を日付、時間、ユーザー ID ととも
に 200 個表示します。

Figure 24 ジョブ画面

エラー画面
エラー画面はログ内にある最新のエラーコードを
日付、時間、説明とともに 200 個表示します。

Figure 25 エラー画面

イベント画面
イベント画面はログ内にある最新のイベントコード
を日付、時間、説明とともに 200 個表示します。

Figure 26 イベント画面
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設定モード画面

どの実行画面からでも を押して、設定画面
に入ります。

注：画面でグレーの選択フィールドとボタンは現
在アクティブではありません。

システムにパスワードロックがある場合は、パスワー
ド画面が表示されます。パスワード画面, page 37 を
参照してください。

パスワード画面

Figure 27 パスワード画面

現在のパスワードを 4 桁で入力し、 を押します。

システム画面 1が開き、他のセットアップ画面
にアクセスできます。

間違ったパスワードを入力すると、フィールド
が取り消されます。正しいパスワードを再入力し
てください。

パスワードを再割り当てするには、
高度制御画面 1, page 60を参照してくださ
い。
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システム画面 1
システム画面 1 には以下のフィールドがあり、シ
ステムを定義します。

Figure 28 スタンバイ中のシステム画面 1

Figure 29 アイドル中のシステム画面 1

診断モード

このボックスが選択され、 ホーム画面, page 30の
各ポンプの流量と圧力を表示します。

色ポンプ

システムに色ポンプの数を入力します。

触媒ポンプ

システムに触媒ポンプの数を入力します。

Non-Mix Pressure

混合やスプレーを行っていないとき (たとえば、充
填中や洗浄中) に、使用する低圧力を入力します。

注：低圧力システムは目標圧力よりも低い 100 psi
(0.7 MPa, 7 bar) に設定できます。高圧力システム
は目標圧力よりも低い 300 psi (2.1 MPa, 21 bar)
に設定できます。

溶剤メータ

システムが溶剤メータを使用する場合、このボッ
クスを選択します。溶剤 K 因子フィールドがア
クティブになります。

溶剤 K 因子

溶剤メータ K 因子を入力します。

ガン洗浄ボックス

システムがガン洗浄ボックスを使用する場合、こ
のボックスを選択します。自動ダンプ機能が選択
可能になります。

自動ダンプ

これを選択し、自動ダンプ機能を選択します。
ポットライフが経過した混合レシピがガンにロー
ドされており、ガンがガン洗浄ボックスに位置し
ている場合、2分後にシステムは自動的に溶剤でガ
ンをパージします。もし、ガンがガン洗浄ボック
スに位置せず、自動ダンプが完了できない時、シ
ステムはアラームを発します。
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システム画面 2
システム画面 2 は以下のシステムオペレーティン
グパラメータを設定します。

Figure 30 スタンバイモードのシステム画面2

Figure 31 混合モードのシステム画面

混合圧力公差

1個のコンポーネントの圧力は、スプレーまたは混
合中に、他のコンポーネントの圧力パーセンテージ
(±) 内である必要があります。このフィールドに希
望の混合圧力公差を設定します。デフォルトは 25%
です。差圧及び混合圧力許容誤差設定値, page 41を
参照してください。

混合アイドルタイムアウト

エアフロースイッチ (AFS) は、ガンへのエアフロー
を検出し、ガンのトリガーが引かれているという信
号を送信します。エアフロースイッチを使用してい
ない場合、ガンがスプレーしているかどうかシス
テムはわかりません。ポンプが故障した場合、純
粋な樹脂または触媒を知らずにスプレーする可能
性があります。これは混合流量なしタイムアウト
によって検出する必要があります。デフォルトは
5 秒です。混合アイドルタイムアウトはアイドル
モードをトリガーします。これはポンプ失速試験
を実行して漏洩を確認し、期間を指定した後ポン
プをスタンバイ状態にします。このフィールドに
希望の混合アイドルタイムアウトを入力します。

エアフロースイッチ (AFS) 機能, page 68を参照し
てください。

混合の流量なしタイムアウト

エアフロースイッチ (AFS) は、ガンへのエアフ
ローを検出し、ガンのトリガーが引かれていると
いう信号を送信します。エアフロースイッチがガ
ンがトリガーされていることを示すが、ポンプ経
由の液体がない場合、純粋な樹脂または触媒を知
らずにスプレーすることができます。混合流量な
しタイムアウトによって、指定した期間の後にシ
ステムがシャットダウンします。デフォルトは 5
秒です。このフィールドに希望のシャットダウン
時間を入力します。

エアフロースイッチ (AFS) 機能, page 68を参照し
てください。
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失速試験の圧力

失速試験の最低圧力を設定します。設定は最高イ
ンレット圧力よりも高いおよそ 50 psi (0.35 MPa,
3.5 bar) にする必要があります。

注： ポンプ入口でマテリアルの供給圧が失
速試験圧力の90%より大きい場合、システ
ムはアラームを出し、失速試験を完了しませ
ん。 較正画面 1, page 55 を参照してください。

ポンプ失速試験

ポンプ失速試験の期間を設定しま
す。 較正画面 1, page 55 を参照してくだ
さい。

最高漏えい量
ポンプ失速試験の許容される最高漏えい量を入
力します。

混合充填設定値
混合充填中に使用するより高い圧力を設定しま
す。高めの圧力を設定すると、ガンを充填する
時間が短縮されます。ガンの充填が出来たら、
システムは混合用にレシピの目標圧力設定値
( レシピ画面, page 49で設定) を使用します。
初期設定は 0 です。0に設定されている時、シ
ステムは混合充填設定値を無視し、その代わ
りに、混合充填中のレシピの目標圧力設定値
( レシピ画面, page 49で設定)を使用します。
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差圧及び混合圧力許容誤差設定値

ProMix PD2Kシステムの主な比率保証の手段は、A
ポンプ出口とBポンプ出口の差圧をモニタリングす
る方法です。この二つの圧力は同一であることが
望ましいですが、サイズ、粘度、混合比などによ
り、一定のバリエーションが生まれます。煩わし
いアラームを出さずに、何かの原因で混合比の正
確性が疑われる時にその旨をユーザーに通知でき
る、効果的な差圧チェックを設定する場合、シス
テムが一般にどこで運転しているかを理解するこ
とが必要不可欠です。
システムを完全に設置して使用準備ができたら、
ユーザーはレシピをロードしてみて、混合マテリ
アルを噴射してみることをお勧めします。噴射の
間、ポンプAとポンプBの双方の出口圧力を記録し
(これはADMの主画面で見られる)、圧力が安定して
名目値に達するまでの時間、噴射を行います。ポ

ンプAとポンプB出口の間の差は、混合圧力許容誤
差の設定値のベースラインとして確認します。

混合圧力許容誤差設定値により、B側ポンプ出口圧
はA側ポンプ出口(噴射)圧から指定のパーセントま
で変化することが許されます。例えば、噴射圧(A
側ポンプ出口圧力)が100psiで、混合圧力許容誤差
が25%に設定されている時、アラームが鳴る以前
に、B側出口圧は75psi (100 psi - 25%) から125psi
の間(100 psi ± 25%) を変動することができます。

運転中にシステムが多くの差圧アラームを出す場
合、あるいは、システムが幅広い種類のマテリア
ルを様々な混合比で混合する場合、混合圧許容値
は高く設定せねばなりません。それ以外の場合で
あれば、混合比の正確性に支障があることをユー
ザーに知らせるため、この設定値はできる限り厳
格に維持するようお勧めします。

圧力—
PSI (MPa)

*許容可能範囲
A:A ポンプの名目出力圧
B:B ポンプの名目出力圧

目標噴射圧力が100psiで、混合圧力許容誤差が25%のシステムに対して許容されるB側ポンプ出口
圧の範囲。
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システム画面 3
システム画面 3 は以下のシステムオペレーティン
グパラメータを設定します。

Figure 32 システム画面 3

複数ガン

複数のガンが同時に混合マテリアルでロード
される場合は、このオプションを有効にしま
す。 複数の銃を持つシステムの情報, page 43 を参
照してください。

注：複数のガンが有効の場合、ガンホース長さ、ガ
ンホース直径、壁面で混合は無効になっています。

Figure 33

ガンホースの長さ

混合マニホールドからガンにホースの長さを入
力します。

ガンホースの直径

混合マニホールドからガンにホースの直径を入力
します。最低直径は 3 mm (1/8 インチ) です。

壁面で混合

貴社のシステムでリモートの混合マニホールドが使
用されている場合は、このボックスを選びます。

Figure 34

ホースの長さと直径

ホースAとホースBの双方に対して、リモートのカ
ラースタックからリモートの混合マニホールドま
での長さと直径を入力します。

注：「壁面で混合」が有効な場合のみ、これらの
領域が利用できます。
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複数の銃を持つシステムの情報

「壁面で混合」の無いシステム

複数ガン特性は、各々専用ガンにロードされ
た、60種類の混合マテリアルレシピを同時的に
トラッキングする機能を有効にします。この機能
は システム画面 3, page 42で有効化されます。

レシピ画面
このシステムは各レシピに対し専用ガンを持っ
ているため、それに付随して固有のホース長さや
ホース径となっています。そのため、これらのパ
ラメーターは システム画面 3, page 42で無効化さ
れ、今度は レシピ画面, page 49上に表示されま
す。特定のレシピを噴射するガンのホース長さと
ホース径を入力します。

Figure 35

ポットライフ画面
実行モードで、充填と使用の間のメニューバーに
ポットライフ画面が表示されます。この画面は、
特定のレシピ(ガン)のポットライフがどの位の時
間残っているかを表示します。レシピはハイライ
トされ、ガンに混合マテリアルが詰まっていて、
ポットライフが0以外の時のみ、残存ポットライフ
時間を示します。

Figure 36

レシピ変更又はパージ
複数ガンが有効な場合、ユーザーはスプレー画面
からアクティブなレシピ(ポンプにロードされてい
るレシピ)を変えるか、もしくは、特定のガン(レシ
ピ)をパージすることができます。ドロップダウン
メニューからレシピ又はパージのいずれかを選び、
レシピ番号を入力します。パージのソフトキーを
用いて、有効なレシピをパージします。

これらのアクションは、ブースコントロールを
用いても行うことができます。通常の手順を用
いて、アクティブなレシピを変更するか、も
しくは、アクティブなガンをパージして下さ
い。 ブース コントロール, page 21を参照してくだ
さい。現在アクティブでないガンをパージする時
は、希望するレシピまでスクロールアップ
又はスクロールダウン します。それから、
パージ を押します。パージが 5 秒以内に押さ
れなかった場合、システムはアクティブなレシピ
番号に戻ります。

Figure 37
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「壁面で混合」のあるシステム

リモート混合マニホールド付きProMix PD2Kは通
常、単一のガンで運転しますが、複数(最大3つま
で)のリモート混合マニホールドおよびガンを使用
するよう構成可能です。複数のガンは非常に迅速
に色変更ができるというメリットがあります。シ
ステムが各ガンにレシピをロードし、その後ほぼ
瞬時に切り替えることが可能です。PD2Kは複数の
混合レシピのポットライフ追跡もします。

複数ガン運転モードはシステム画面3でボックスを
チェックし、その後でその数値の領域にそのシス
テムのガンの数を入力することにより、有効にな
ります。

システム内の各色は単一のガンに割り当てる必要
があります。ガンへの色の割り当てはポンプ画面 4
のポンプ#で、色番号の横にガンの番号を入力する
ことにより行われます。

触媒は単一のガンに割り当てたり、複数のガンで
共有したり、あるいは、その双方を混ぜたりする
ことができます。ポンプ一台につき触媒一つのみ
が共通として構成できます。そして、各割り当て
はリモートバルブを必要とするため、合計数(各共
通割り当てを含め)は4つを超えることはできませ
ん。触媒を共通として複数のガンに割り当てるに
は、共通のボックスをチェックして、該当するす
べてのガンを選択します。

レシピは、同じガンに割り当てられた色と触媒
を使うためにのみ設定できます。色と触媒のガン
が一致しない場合、レシピは無効となります。無
効なレシピに関する詳細については、レシピ画面
を参照してください。

共通の触媒を使っている時、システムは自動的に各
ガンの割り当てを固有のリモート触媒バルブ(1-4)
に対して行います。表3を参照して下さい。左側で
1)触媒ポンプの数、2)触媒バルブマップの選択(ポ
ンプ画面1参照)、3)貴社システムに該当する共通触
媒コンフィギュレーションを記載した行を見つけて
下さい。その行を右側へたどっていくと、システム
のリモート触媒バルブ割り当てが見つかります。
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Table 3 共通触媒を用いるシステムのリモート触媒バルブ割り当て

触媒ポ
ンプ

バルブ・マッ
プ選択

ポンプ 2:共
通触媒

ポンプ 4:共
通触媒

リモート触
媒バルブ 1

リモート触
媒バルブ 2

リモート触媒
バルブ 3

リモート触
媒バルブ 4

1 標準 なし 適用なし 触媒 1 触媒 2 触媒 3 触媒 4

1 標準 ガン1& 2共通 適用なし 触媒1 (ガン1) 触媒1 (ガ
ン 2)

触媒 2 触媒 3

1 標準 ガン1& 3共通 適用なし 触媒1 (ガン1) 触媒1 (ガ
ン 3)

触媒 2 触媒 3

1 標準 ガン2& 3共通 適用なし 触媒1 (ガン2) 触媒1 (ガ
ン 3)

触媒 2 触媒 3

1 標準 ガン1-3共通 適用なし 触媒1 (ガン1) 触媒1 (ガ
ン 2)

触媒1 (ガン3) 触媒 2

2 標準 なし — 触媒 1 触媒 2 — —

2 標準 ガン1& 2共通 — 触媒1 (ガン1) 触媒1 (ガ
ン 2)

— —

2 標準 ガン1& 3共通 — 触媒1 (ガン1) 触媒1 (ガ
ン 3)

— —

2 標準 ガン2& 3共通 — 触媒1 (ガン2) 触媒1 (ガ
ン 3)

— —

2 標準 — なし — — 触媒 3 触媒 4

2 標準 — ガン1& 2共通 — — 触媒3 (ガン1) 触媒3 (ガ
ン 2)

2 標準 — ガン1& 3共通 — — 触媒3 (ガン1) 触媒3 (ガ
ン 3)

2 標準 — ガン2& 3共通 — — 触媒3 (ガン2) 触媒3 (ガ
ン 3)

2 交代 なし 適用なし 触媒 1 触媒 2 触媒 3 触媒 4

2 交代 ガン1& 2共通 適用なし 触媒1 (ガン1) 触媒1 (ガ
ン 2)

触媒 2 触媒 4

2 交代 ガン1& 3共通 適用なし 触媒1 (ガン1) 触媒1 (ガ
ン 3)

触媒 2 触媒 4

2 交代 ガン2& 3共通 適用なし 触媒1 (ガン2) 触媒1 (ガ
ン 3)

触媒 2 触媒 4

2 交代 ガン1-3共通 適用なし 触媒1 (ガン1) 触媒1 (ガ
ン 2)

触媒1 (ガン3) 触媒 4

複数ガンが有効な時、システムは各ガンに対し、
追加として2つのリモート溶剤バルブを必要としま
す。このため、色の合計数は26に低下し、IS色変

更モジュールのバルブ・マップの構成は変わりま
す。詳細については、色変更とリモート混合キッ
トの説明書333282を参照して下さい。
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スプレー画面

スプレー画面は単一ガン( スプレー画面, page 33参
照)の場合と同じ情報と操作機能を提供しますが、
現在アクティブではないガンの一つをパージする
という追加機能が加わります(アクティブなガンは
概ね直近にスプレーするか混合マテリアルをロー
ドしたガンです)。システムがスタンバイ状態の場
合、ユーザーはパージを選択し、有効になっていな
いガンからフラッシュするレシピの番号を入力す
ることができます。ガンのパージが完了したら、
システムはアクティブなガンの制御へ戻ります。
これは現在無効化されているが、ポットライフの
経過した混合マテリアルをロードした状態のガン
をパージする機能を提供します。

スプレー画面は、アクティブなガンをハイライト
して、各ガンにどのレシピがロードされているか
も示します。

注：ガンのいずれかにロードされているレシピの
み、パージが選択できます。これにより、ロード
された望ましいレシピが不用意にパージされるの
を防ぐことができます。

充填画面

充填画面は単一のガンの画面と同じように操作で
きます( 充填画面, page 34参照)。

注意:ラインを充填する時、システムの過圧を防ぐ
ために、マテリアルが割り当てられたガンを知り、
適切なガンの引き金を引くことが重要です。

ラインに共通の触媒を充填する時に、ユーザーは
ガンの一つを選ぶ必要があります。システムは適
切なバルブを開き、選択したガンまでマテリアル
を充填します。
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ポットライフ画面

複数ガンが有効な場合は、追加の実行モードにアク
セスできます。この画面はポットライフが現在残存
しており、ガンにロードされているレシピ全てを表
示します。残りのポットライフ時間を表示します。

メンテナンス画面 4

色変更バルブは、単一ガンの場合と同じようにメ
ンテナンス画面4からマニュアルでオーバーライド
できます( メンテナンス画面 4, page 59参照)。

共通で構成されている触媒に関しては、ユーザー
は適切なガンを選択して、どのリモート・バルブ
を使うかを確認する必要があります。

各ガンには固有のリモート溶剤バルブがあるので、
遠隔溶剤バルブをオーバーライドする時は、ユー
ザーは同様に割り当てられたガンを確認する必要
があります。

注意:リモート溶剤バルブに関しては、ポンプ番号
のみで、そのバルブが色溶剤バルブ用(カラーポン
プ番号)または触媒溶剤バルブ用(触媒ポンプ番号)
のいずれかを認識できます。
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システム画面 4
システム画面 4 は以下のシステムオペレーティン
グパラメータを設定します。この画面はAWIを使う
システムでのみ必要です。

Figure 38 システム画面 4

ゲートウェイID

ドロップダウンメニューから、該当するゲート
ウェイIDを選択します。

有効化
残りの領域を用いて、IPアドレス、サブネットマス
ク、ゲートウェー、DNS1、DNS2の設定の間、有
効のチェックを外して下さい。設定をロードする時
は、選択したゲートウェイに新設定を書き込むため
に、有効のボックスにチェックを入れて下さい。
選択したゲートウェイがPLCと通信できるよう、こ
のボックスにチェックを入れます。

DHCP
システムが動的ホスト構成プロトコル(DHCP)を
持っている場合は、このボックスを選択します。こ
のプロトコルは固有のIPアドレスを装置に割当てま
すが、装置がネットワークを離れて、その後再編
入される時は、このアドレスは解放され、更新さ
れます。選択した場合、IPアドレス、サブネット、
ゲートウェイ領域は編集できなくなり、DHCPが提
供するアドレスが表示されるようになります。

TCP/IP
残りの領域を用いて、IPアドレス、サブネットマ
スク、ゲートウェー、DNS1、DNS2の設定を行っ
てください。
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レシピ画面

Figure 39 有効なレシピ画面

レシピ

希望のレシピ番号 (1 ～ -60) を入力します。

レシピ 0

システムのフラッシュではレシピ0を使用して下
さい。

• レシピ(1–60)がロードされている場合:レシピ0を
選んで、以前に有効だったポンプをフラッシュ
し、ガンをパージします。

• レシピ0又は61がロードされている場合:レシピ0
を選んで、全てのポンプをフラッシュし、ガン
をパージします。

有効

「有効」を選ぶと、選択されたレシピがADMか
らに加えブース制御からもアクセス可能になりま
す。これにより、全 60 をスクロールすることな
く、ブースオペレータが希望のレシピを素早く選
択できます。

色 (A) バルブ

希望の色バルブ番号 (1 ～ -30) を入力します。

注：システム構成で有効ではない数を入力する場
合、フィールドはハイライトされ、レシピが無効
になります。たとえば、構成に 8 個の色変更バル
ブがあり 30 と入力する場合、フィールドは下に
示されるように表示されます。

Figure 40 無効なレシピ画面

触媒 (B) 用バルブ

希望の触媒バルブ番号 (1 -4) を入力します。
注：システム構成で有効ではない数を入力する場
合、フィールドはハイライトされ、レシピが無効
です。たとえば、構成に 1 つの触媒バルブがあ
り 4 を入力する場合、フィールドはハイライトさ
れ、レシピが無効です。

フラッシュシーケンス

希望のフラッシュシーケンス (1-5) を入力します。
色を洗浄するのが難しい場合、より長いシーケン
スを選択します。1 がデフォルトであり、最長で一
番徹底した洗浄時間が想定されています。
「壁面で混合」がシステム画面3で有効な場合
は、色(A)バルブと触媒(B)バルブのために希望
するフラッシュシーケンス(105)を入力します。
各マテリアルのパージ時間はそれに割り当てら
れたフラッシュシーケンスによって変わりま
す。 フラッシュ画面, page 51を参照してくださ
い。マテリアルAとBが異なるパージ時間を必要と
する時は、別個のフラッシュシーケンスを割り当
てて下さい。各々に必要なガン・パージ時間を設
定して下さい。色を洗浄するのが難しい場合、よ
り長いシーケンスを選択します。フラッシュシー
ケンス1 がデフォルトであり、最長で一番徹底した
洗浄時間が想定されています。

混合比

希望の混合比 (0 ～ 50.0):1 を入力します。

ポットライフ時間

ポットライフ時間 (0 ～ 999 分) を入力します。0 を
入力すると、この機能を無効化します。
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圧力の下限

最低目標圧力を入力します。これは、オペレータ
がスプレー画面またはブース コントロールから入
力できます。デフォルトは 5 psi (0.035 MPa, 0.35
bar) です。

目標圧力

希望の目標スプレー圧力を入力します。これはポ
ンプがアウトレットに維持する圧力です。デフォ
ルトは 20 psi (0.14 MPa, 1.4 bar) です。

圧力の上限

最高目標圧力を入力します。これは、オペレータ
がスプレー画面またはブース コントロールから入
力できます。デフォルトは 300 psi (2.1 MPa, 21.0
bar) です。

注：システムのパラメータに無効な圧力を入力する
場合、フィールドはハイライトされ、レシピは無
効になります。たとえば、低圧力システムに 1500
psi (10.5 MPa, 105 bar) と入力する場合、フィール
ドはハイライトされ、レシピは無効になります。

二重溶剤

「壁面で混合」がシステム画面3で有効の場合、
レシピ画面で二重溶剤がオプションになります。
「二重溶剤」では、混合してはならない2種類の溶
剤(例えば、水ベースと溶剤ベース)を使っているシ
ステムに対して、混合マテリアルの洗浄シーケン
スが有効になります。

充填

混合ホース及びガンへとマテリアルを注ぐシーケン
スを選びます。充填を順次行う必要がない場合、選
択肢は「AのあとB」「BのあとA」「並行」となり
ます。充填シーケンスは一般にパージシーケンス
で使用された最終のマテリアルに左右されます。

パージ1、2、および3

混合ホース及びガンから混合マテリアルをパージ
するシーケンスを選びます。各シーケンスの段階
はA又はBに設定できます。各マテリアルに対応す
る溶剤は、各ステージでそのマテリアルに割り当
てられたフラッシュシーケンスのガン・パージ時
間の間、ガンから排出されます。

混合材料

2つ目の
充填マテ
リアル(該
当する場
合)

1つ目の
充填マテ
リアル(該
当する場
合)

パージ3
溶剤

パージ2
溶剤

パージ1
溶剤 混合材料

二重溶剤の間のフロー方向はパージ、その後、充填となります。
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設定モード画面

フラッシュ画面

Figure 41 フラッシュ画面

フラッシュ番号

希望のフラッシュシーケンス (1-5) を入力します。
色を洗浄するのが難しい場合、より長いシーケン
スを選択します。1 がデフォルトであり、最長で一
番徹底した洗浄時間が想定されています。

ガンパージ時間
パージ時間 (0 ～ 999 秒) を入力します。

初回フラッシュ
初回フラッシュ体積 (0 ～ 9999 cc) を入力します。

最終洗浄
最終洗浄体積 (0 ～ 9999 cc) を入力します。

洗浄サイクル
ポンプを完全に洗浄するために、洗浄サイクルは
ポンプ動作を使用してバルブを閉じた状態でポン
プを作動させます。洗浄サイクルの希望の数を入
力します (0 ～ 99)。数を入力すれば、サイクルあ
たりのストロークの領域が有効になります。

洗浄サイクルあたりのストローク
洗浄サイクルあたりの希望のポンプストロークを
入力します (0 ～ 99)。デフォルトは1 です。
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設定モード画面

ポンプ画面 1
注：システムには 2、3、4ポンプを含む場合があり
ます。各ポンプの情報は、画面上部にあるメニュー
バーの別のタブでアクセスできます。希望のポンプ
のタブを選択します。各ポンプには 3 つの画面があ
ります。ポンプ 1 の画面のみがここに表示されま
すが、同じフィールドがすべてに表示されます。

ポンプ画面 1 には以下のフィールドがあり、ポン
プを定義します。

Figure 42 ポンプ画面 1— 樹脂ポンプ

Figure 43 ポンプ画面 1 — 触媒ポンプ

ポンプサイズ

適切に 35cc または 70cc を選択します。

入口圧力

以下のうち 1 つを選択します：

• 使用不可
• 監視し、入口圧力を追跡します

色変更の選択

システムが色変更を使用する場合、このボック
スを選択します。

材料

システムに使用している材料の番号を入力しま
す。それぞれの色変更モジュールは、8 色を制御
します。

ホース全長

供給スタックからポンプまで、そしてポンプから
アウトレットスタックまでホースの長さを計算し
ます。合計の長さを入力します。

ポンプホース直径

供給または出力ホースの直径を入力します。

バルブのマッピング

リモート・バルブ・マップ
IS色変更モジュール用に代替バルブマップを選択
します。これは複数の色ポンプがあり、色変更マ
テリアル数が比較的少ないシステムに便利です。
代替マップにより、2つの色ポンプ(代替1)又は3つ
の色ポンプ(代替2)を単一のIS色変更モジュールに
統合することができます。バルブマップについて
は、色変更とリモート混合マニホルドキットのマ
ニュアル(333282)を参照して下さい。
注：ウォールで混合が有効な場合に、この選択
カラーポンプに対するポンプ画面1でのみ利用で
きます。
バルブ・マップ
2つの触媒ポンプを持つシステムに対しては別の
バルブマップを選択します。この様なシステムで
は、ポンプの1つに対し3つの触媒(モジュール5)間
で切替えを行う必要があり、ポンプ4(このポンプ
でまだ色変更が使われている場合はモジュール6)
では単一の触媒のみ用いられます。詳細情報につ
いては、色変更とリモート混合マニホルドの説明
書(333282)を参照して下さい。
注：この選択は、色変更が有効な時に、触媒ポン
プに対するポンプ画面1でのみ利用できます。

利用可能な色

モジュールに、お使いのシステムで使用できる
色の数が表示されます。このフィールドは調整で
きません。
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設定モード画面

ポンプ画面 2
ポンプ画面 2 はポンプの圧力トランスデューサ
設定を行います。

Figure 44 ポンプ画面 2、デフォルト設定が有効

Figure 45 ポンプ画面 2、デフォルト設定が無効

選択されたデフォルト設定

「Use Default Settings」ボックスが選択されると
き、較正値に対してデフォルト設定が使用され、
フィールドがグレーになります。

選択されていないデフォルト設定

「Use Default Settings」ボックスが選択されていな
い場合、以下の較正値が入力される必要がありま
す。無効な値は無効になり、システムは自動的に
デフォルト設定を選択します。

• 入口オフセット係数:このフィールドは、
ポンプ画面 1, page 52 の入口圧力 がモニターに
設定されている場合のみ使用されます。無効に
設定されている場合はグレーになります。有効
範囲は -01.20 ～ +01.20 mV/V です。

• 入口感受性係数:このフィールドは、
ポンプ画面 1, page 52 の入口圧力 がモニターに
設定されている場合のみ使用されます。無効に
設定されている場合はグレーになります。有効
範囲は 18.80 ～ 21.20 mV/V です。

• 出口オフセット係数:有効範囲は -01.20 ～ +01.20
mV/V です。

• 出口感受性係数:有効範囲は 18.80 ～ 21.20 mV/V
です。
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設定モード画面

ポンプ画面 3
ポンプ画面 3 はポンプの圧力アラーム制限を設
定します。

インレット圧力、 ポンプ画面 1, page 52 が無効
に設定されている場合、入口圧力フィールドがグ
レーになり、出口制限フィールドが有効になりま
す。 圧力アラームと偏差制限, page 54 を参照し
てください。

Figure 46 ポンプ画面 3、圧力モニタリングが無効

入口圧力、 ポンプ画面 1, page 52 がモニターに設
定されている場合、すべてのフィールドが有効で
す。 圧力アラームと偏差制限, page 54 を参照し
てください。

Figure 47 ポンプ画面 3、圧力モニタリングが無効

圧力アラームと偏差制限

入口フィールドは、入口圧
力 ポンプ画面 1, page 52 がモニターに設定されて
いる場合のみアクティブされます。無効に設定さ
れている場合はグレーになります。出口フィール
ドは常にアクティブです。

• アラームと偏差制限範囲は、低圧力システムでは
0-300 psi、高圧力システムでは 0-1500 psi です。

• 0 に設定して、アラームを無効にします。Inlet
Alarm High および Outlet Alarm High は無効に
できません。

• 入口または出口圧力が下限よりも落ちたり、上
限を超えるとき、アラームと偏差制限が表示さ
れます。

ポンプ画面 4
複数のガンと「壁面で混合」を使用
するシステムの場合、使用方法の説明
は 「壁面で混合」のあるシステム, page 44を参照
して下さい。
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設定モード画面

較正画面 1
較正画面 1 は、選択されたポンプに対してポンプ
圧力チェックを開始します。テスト中に、失速試
験画面が表示されます。

ポンプとラインは、失速試験を行う前に色または触
媒でプライミングする必要があります。テストパラ
メータを設定するには、システム画面 2, page 39 を
参照してください。テストの指示を完了するには、
ポンプ圧力チェック, page 64 を参照してください。

テストを開始するには、希望のポンプの圧力チェッ

ク ボタンを押します。システムがPD2Kポ
ンプでマテリアルの供給圧を最初にチェックしま
す。(注：この圧力が失速試験圧力の90%より大き
い場合、システムはアラームを出し、失速試験を
完了しません。)次に、ポンプは、失速試験圧力の
最小に対して、ラインに圧力を構築します。ポン
プは中心ストローク位置に移動し、失速はアップ
ストロークをテストして、続いてダウンストロー
クをテストします。

注：最終送信ログは、正常にテストを完了した場
合のみリセットできます。

画面はそれぞれのポンプに対して最後に失速試験
が合格してからの日数を表示します。

Figure 48 較正画面 1

Figure 49 失速試験画面
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設定モード画面

較正画面 2
構成画面 2 は選択されたポンプに対して体積テス
トを開始します。テスト中に、体積チェック画面
が表示されます。

ポンプとラインは、体積チェックを行う前
に色または触媒でプライミングする必要が
あります。テストの指示を完了するには、
ポンプ量チェック, page 65 を参照してください。

テストを開始するには、希望のポンプの体積チェッ

ク ボタンを押します。

画面は排出した量を表示します。 を押して
テストを終了します。

1 ～ 2 秒間リセットボタン を押したままに
して、体積カウンタをリセットします。

Figure 50 較正画面 2

Figure 51 体積チェック画面
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設定モード画面

較正画面 3
較正画面 3は付属品の溶剤メータの較正を開始しま
す。テスト中に、体積確認画面が表示されます。

メータとラインは、体積チェックを行う前に溶
剤でプライミングする必要があります。指示を完
了するには、 溶剤メータ較正, page 66 を参照し
てください。

較正を開始するには、体積チェック ボタン
を押します。

画面は排出した量を表示します。測定体積フィー
ルドで排出された溶剤量を入力するか、テストを

終了するために を押します。

測定体積 を入力した後、較正確認ウィンドウが

表示されます。 を押して較正を承認しま

す。 を押して較正をキャンセルして、以前の
K 因子を保持します。

1 ～ 2 秒間リセットボタン を押したままに
して、体積カウンタをリセットします。

Figure 52 較正画面 3

Figure 53 溶剤の測定量の入力

Figure 54 較正の受け入れ
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設定モード画面

メンテナンス画面 1
この画面を使用して、メンテナンス間隔を設定し
ます。0 に設定して、アラームを無効にします。

注：ポンプ失速試験は無効にできません。0 以外の
値を入力する必要があります。

Figure 55 メンテナンス画面 1、間隔設定

メンテナンス画面 2
メンテナンス画面 2 は、溶剤メータ、液体フィ
ルタ、エアフィルタの現在の間隔ステータスを表
示します。

1 ～ 2 秒間リセットボタン を押したままに
して、アラームを取り消して量カウンタをリセッ
トします。

Figure 56 メンテナンス画面 2、現在のステータス
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設定モード画面

メンテナンス画面 3
メンテナンス画面 3 は、ポンプメンテナンステス
トの現在の間隔ステータスを表示します。

1 ～ 2 秒間リセットボタン を押したままに
して、アラームを取り消して量カウンタをリセッ
トします。

注：ポンプ失速試験は、正常にテストを完了した
場合のみリセットできます。

Figure 57 メンテナンス画面 3、現在のポンプス
テータス

メンテナンス画面 4
メンテナンス画面 4 は、選択された色、触媒、溶
剤バルブのサイクルカウントを表示します。

1 ～ 2 秒間リセットボタン を押したままに
して、カウンタをリセットします。

システムがスタンバイ状態の場合、対応するバルブ
のボックスを選択または選択解除して、バルブを開
いたり閉じたりできます。この画面をそのままにす
ると、すべての手動操作のバルブが閉まります。

注： システム画面 3, page 42で「壁面で混合」が
有効な場合のみガンバルブが利用できます。

Figure 58 メンテナンス画面 4、色バルブのリセット

Figure 59 メンテナンス画面 4、溶剤バルブのリ
セット

注：マテリアルの領域で溶剤が選ばれている時、
「溶剤」の右の数はポンプ番号であり、マテリア
ル番号ではありません。
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設定モード画面

高度制御画面 1

高度制御画面 1 は以下の表示パラメータを設定
します。

Figure 60 高度制御画面 1

言語
画面の本文の言語を定義します。選択:
• 英語 (デフォルト)
• スペイン語
• フランス語
• ドイツ語
• 日本語
• 中国語
• 韓国語
• オランダ語
• イタリア語
• ポルトガル語
• スウェーデン語
• ロシア語

日付形式

mm/dd/yy、dd/mm/yy、yy/mm/dd を選択します。

日付

選択された形式を使用して日付を入力します。
月、日、年に 2 桁を使用します。

時刻

現在の時間を時間および分単位 (24 時間表記) で入
力します。秒数は調整できません。

パスワード

パスワードは、セットアップモードに入るためだ
けに使用されます。初期設定は 0000 になってお
り、セットアップ機能に進むためのパスワードは
不要です。パスワードの設定を希望する場合は、
0001～9999 までの数字を入力します。

注：必ずパスワードを書き留めて、それを安全な
場所に保存して下さい。

スクリーンセーバー

画面タイムアウトを分単位で選択します (00-99)。
デフォルトは 5 です。0 を選択して、スクリーン
セーバーを無効にします。

サイレントモード

サイレントモードを選択して、アラームブザーと
音響フィードバックを無効にします。
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設定モード画面

高度制御画面 2

高度制御画面 2 は表示単位を設定します (US ま
たはメートル法)。

Figure 61 高度制御画面 2

表示単位

任意の表示装置を選択してください:

• 総計量 (米国ガロンまたはリッター)
• 圧力 (psi、bar、または MPa)
• 長さ (フィートまたは m)

高度制御画面 3

アドバンスト画面 3 により USB ダウンロードおよ
びアップロードが可能になります。

Figure 62 高度制御画面 3

USB ダウンロード/アップロードの有効化

このボックスを選択して、USB ダウンロードお
よびアップロードが可能になります。USB の有
効化により、ダウンロードの深さフィールドを有
効にします。

ダウンロードの深さ

データを取得する日数を入力します。たとえば、前
の週のデータを取得する場合は、7 と入力します。

Log 90% Full Advisory Enabled

この選択はデフォルトで有効です。有効な場合、
メモリログが容量の 90% に達している場合、シス
テムは勧告を行います。ダウンロードを実行し、
データの損失を避けます。
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設定モード画面

高度制御画面 4

高度制御画面 4 は、システムコンポーネントのソ
フトウェア部品番号とバージョンを表示します。
これは編集可能な画面ではありません。

Figure 63 高度制御画面 4
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診断画面

診断画面 1

EFCMへ行く全入力に対する適切な配線を試験して
確認すために、この画面を使用します(詳細は設置
説明書332457をご覧ください)。この画面はEFCM
へ行く全ての入力を表示しますが、システム構成
に関係した入力だけがハイライト表示になってい
ます。全ての入力は通常開です。入力でスイッチ
が閉になると、画面の状態インディケータは緑に
変わります。

診断画面 2

この画面は、EFCM出力のいずれかが現在オンかオ
フかを調べるのに使うことができます。この画面
はEFCMから来る全ての出力を表示しますが、シス
テム構成に関係した出力だけがハイライト表示に
なっています。各出力横の状態インディケータで
は、緑の時に出力がオンであることを示します。

診断画面 3–10

診断画面3-10は、現在PD2Kシステムに接続されて
いる色変更モジュールにのみ利用できます。これら
の画面は、システムがそのソレノイドに動力供給
している時に、ステータスインジケーターが白か
ら緑に変わることにより、色変更バルブの出力状
態をリアルタイムで知らせます。ユーザーはボー
ドを上下矢印でスクロールしたり、ドロップダウ
ンボックスからモジュールを選んで直接特定の色
変更モジュールにジャンプしたりできます。
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較正チェック

較正チェック

ポンプ圧力チェック
注：圧力チェックを行う前に、トランスデューサ
較正データを入力します。

以下の場合に圧力チェックを行います。

• システムを最初に動作させる場合
• システムで新しい材料を使用する場合。特に粘
度が極端に異なる材料を使用する場合。

• 定期メンテナンスの一部として、少なくとも 1
ヶ月に 1 回。

• ポンプが整備または交換されるたびに。

各圧力テストの間で、アップストロークとダウンス
トローク中(どちらかの順番)は、投与バルブが閉じ
ます。このテストは、バルブが適切に設置されてい
て、漏れていないことを確認するために行われま
す。漏れが発生した場合、その特定のポンプ方向の
テスト後にシステムがアラームを発生させます。

注：圧力チェック中はガンのトリガーを引かない
でください。

1. 混合マニホールドをスプレー位置に設定しま
す。

2. ポンプとラインは、圧力チェックを行う前に色
または触媒をプライミングする必要がありま
す。システムのプライミングと充填, page 24 を
参照してください。

3. ディスプレイが実行モードの画面である場合、

を押してセットアップ画面にアクセスし
ます。

4. 較正画面 1, page 55表示する較正へスクロー
ルします。

5. 希望のポンプの圧力チェック ボタンを押
します。ポンプは、失速試験圧力の最小に対
して、ラインに圧力を構築します。ポンプは
中心ストローク位置に移動し、失速はアップ
ストロークをテストして、続いてダウンスト
ロークをテストします。

6. 単位で測定した圧力と流量が画面に表示されま
す。システム画面 2, page 39に入力した最高漏
えい量と比較します。この値が大幅に異なる場
合は、テストをやり直してください。
注：失速試験の圧力設定値は最小です。ホース
の長さや液体成分によって、システムは高圧力
で失速する可能性があります。
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較正チェック

ポンプ量チェック

1. 混合マニホールドをスプレー位置に設定しま
す。

2. ポンプとラインは、体積チェックを行う前に色
または触媒でプライミングする必要がありま
す。システムのプライミングと充填, page 24 を
参照してください。

3. ディスプレイが実行モードの画面である場合、

を押してセットアップ画面にアクセスし
ます。

4. メニューバーの較正までスクロールします。
5. 較正画面 2, page 56までスクロールします。

6. チェックするポンプのソフトキー を押
します。
注：最大の精度をもって実際のディスペンス量
を特定するには、重量測定 (質量)法を採用し
ます。チェックする前に、液体ラインは充填
され適切な圧力であることを確認します。ラ
インのエアまたは圧力が高すぎると、間違っ
た値になることがあります。

7. リセットキー を押してください。量カウ
ンタは 0 にリセットされます。

8. ガンを目盛り付きシリンダに向けて引き金を
引きます。最低 500cc の材料をディスペンス
します。

9. 測定した単位の量が画面に表示されます。
10. 画面に表示されている量と、目盛り付きシリ

ンダにある量を比較します。
注：値この値が大幅に異なる場合は、テスト
をやり直してください。ディスペンスされた
量と測定された量がまだ一致しない場合は、A
および B のポンプ位置が逆になっていないか
チェックします。

注：ガンのトリガーを引くのをやめて、
を押してテストを取り消します。
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較正チェック

溶剤メータ較正

1. 混合マニホールドをフラッシュ位置に設定しま
す。

2. メータとラインは、体積チェックを行う
前に溶剤でプライミングする必要がありま
す。システムのプライミングと充填, page 24 を
参照してください。

3. ディスプレイが実行モードの画面である場合、

を押してセットアップ画面にアクセスし
ます。

4. メニューバーの較正までスクロールします。
5. 較正画面 3, page 57までスクロールします。

6. ソフトキー を押して較正を開始します。
注：最大の精度をもって実際のディスペンス
量を特定するには、重量測定 (質量)法を採用
します。
注：較正する前に、液体ラインは充填され適切
な圧力であることを確認します。ラインのエア
または圧力が高すぎると、間違った較正値に
なることがあります。

7. ガンを目盛り付きシリンダに向けて引き金を
引きます。最低 500cc の材料をディスペンス
します。

8. 測定した単位の量が画面に表示されます。
9. 画面に表示されている量と、目盛り付きシリ

ンダにある量を比較します。
注：この値が大幅に異なる場合は、較正プロ
セスをやり直してください。

10. 画面の測定量でディスペンスされた溶剤量を
入力します。

11. 測定量を入力した後、コントローラは新しい溶
剤メータ K 因子を計算し、画面で表示します。
標準メータ K 因子は、0.021 cc/パルスです。

12. を押して較正を承認します。 を押
して較正をキャンセルして、以前の K 因子を
保持します。
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色変更
色変更モジュールキットは付属品として利用でき
ます。 詳細については、説明書 332455 を参照し
てください。

単一の色システム

1. システムの洗浄, page 27の手順に従います。
2. 新しい色をロードしま

す。システムのプライミングと充填, page 24 を
参照してください。

3. 混合キー を押してスプレーを開始
してください。

多色システム

1. [スタンバイ] を押します。
2. 現在の混合マニホールドを FLUSH に設定しま

す。
3. ブース コントロールまた

は スプレー画面, page 33 で新しいレシピを選
択します。これはポンプの色を変更し、ガンの
パージを開始します。スタンバイおよびパージ
インジケータは点滅している必要があります。
注：ブース コントロールは有効なレシピのみ
表示します。無効なレシピが入力されている
場合、ディスプレイは 4 個の点線 (— — — —
) を示します。 レシピ画面, page 49を参照し
て、レシピを有効にします。
注： システム画面 3, page 42で「壁面で混
合」が有効にされた場合、システムは最初
にマテリアルBを、その次にマテリアルAを
ガンからパージします。各マテリアルは、
レシピ画面, page 49でそのマテリアルに対して
選択された洗浄シーケンスによって指定された
時間の間だけ、パージを行います。

4. 接地した金属ペール缶にガンの金属部分をしっ
かりと接触させます。ガンの引金を引いてく
ださい。十分な流量を確認し、溶剤フロース
イッチを開きます。

5. 溶剤の流れが停止し、パージインジケータが点
滅しなくなったら、トリガーを離します。
注：パージ 混合マニホールドでクイック取り
外しを使用する場合、パージされた混合マニ
ホールドからガンを取り外し、新しい色ライ
ンに接続します。

6. 完了するには色変更を待機します (スタンバイ
インジケータが点灯)。

7. 混合マニホールドをスプレーに設定します。

8. ブース コントロールの混合キー を
押します。混合インジケータが点滅します。

9. ガンをトリガーして、混合充填を完了します。
注：システムの不具合が発生する前に、流れが
なく 30 秒遅延します。

10. 噴霧空気と混合インジケータが点灯するのを待
ち、スプレーを再開します。
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システムエラー
システムエラーは問題について警告し、間違った
比率のスプレーを未然に防ぎます。3 つの種類があ
ります。勧告、偏差、アラーム。

勧告はシステムのイベントを記録し、60 秒後に
取り消します。4桁のエラーコードの後に‘-V’が続
きます。

偏差はシステムのエラーを記録しますが、装置は
シャットダウンしません。偏差はユーザーによっ
て確認される必要があります。4桁のエラーコード
の後に‘-D’が続きます。

アラームが鳴ると操作は停止します。4桁のエラー
コードの後に‘-A’が続きます。

いずれかのシステムエラータイプが発生する場合:

• アラームブザーの音 (サイレントモードになる
まで)。

• アラームのポップアップ画面はアクティブなア
ラーコードを示します ( エラーコード, page 69を
参照)。

• アドバンストディスプレイモジュールのステー
タスバーにアクティブなアラームコードを表示
される。

• アラームが日付/時刻がスタンプされたログに保
存されます。

記録がバックグラウンドで重要なシステムのイベン
トを保存します。これは参照のみの機能であり、
イベント画面が直近の 200 のイベントを、日時、
説明と共に表示します。

エラーをクリアして再起動する方法

注:偏差アラームが発生した際、それをリセッ
トする前に、必ず E-Code を決定してくださ
い。 どのコードが発生したかを忘れた場合
は、エラー画面, page 36 に行き、最新の 200 のエ
ラーを日付スタンプとともに確認してください。

アラームが発生した場合は、操作を再開する前に
原因を是正してください。

偏差を確認するか、アラームを取り消すには、アド

バンストディスプレイモジュールの を押す
か、ブースコントロールの を押します。

エアフロースイッチ (AFS) 機能

エアフロースイッチ (AFS) は、ガンへのエアフロー
を検出し、ガンの引き金が引かれているときにコン
トローラに信号を送信します。 AFS がアクティブ
化した場合、アドバンストディスプレイモジュー
ルのガンアイコンはスプレーを表示します。

ポンプに不具合が発生したら、装置が状態を検出
して介入していない場合、純粋な樹脂または触媒
は限定されない可能性があるため、AFS は非常
に重要です。

装置が、ガンの引き金が引かれたという AFS 信号
から検出されていて、1 つまたは両方のポンプが
運転されていない場合、Flow Not Detected Alarm
(F8D1) はシステムがスタンバイ状態になる前に、
10 秒 (デフォルト) 発生します。
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システムエラー

エラーコード
注：エラーが発生する際には、それをリセットする前に確実にコードを断定します。どのコードが発生
したかを忘れた場合は、 エラー画面, page 36を使用して、最新の 200 のエラーを日付、時間、説明と
ともに確認してください。

パージエラー

コード 種類 説明 問題 原因 解決法
ETD1 偏差 自動ダンプ

色(A)パス
システムが、ポンプか
らガンに至るまでの内
容物の自動ダンプを完
了しました。

ポットライフが終了
し、システムがパージ
されなかったので、シ
ステムに色が補充され
ました。

対策の必要はありませ
ん。

ETE0 記録 パージ処理
未完了

システムがパージシー
ケンスを完了できませ
ん。

システムがガンのパー
ジを完了できなかった
か、完了する前に中断
したことを示します。

対策の必要はありませ
ん。

溶剤フロースイッチが
作動していません。

スイッチを交換しま
す。

ETO1 アラー
ム

自動ダンプ
失敗

ポットライフ時間が終
了して、システムは混
合したマテリアル内容
物をガンから洗浄しよ
うとしました。溶剤量
量計又は溶剤フロース
イッチは、試みられた
パージの間に起きたフ
ローを示します。

ガンがガン洗浄ボック
スにない。

使用してない時は、ガ
ンがガン洗浄ボックス
内で交換されており、
かつカバーが閉められ
ていることを確認して
下さい。

ETS1 偏差 自動ダンプ
溶剤通過

システムがガン内容物
のみの自動ダンプを完
了しました。

ポットライフが終了
し、システムがパージ
されなかったので、シ
ステムが溶剤で自動ダ
ンプを実施しました。

対策の必要はありませ
ん。

エアフロースイッチが
フローの位置で固定さ
れています。

スイッチを掃除するか
交換します。

エアラインの下流また
はフィッティングで漏
れ

漏れを確認してフィッ
ティングを締めます。

F7P1 アラー
ム

エアフロー
スイッチオ
ン

エアフロースイッチが
予期しないエアフロー
の噴射を示していま
す。

給気圧力の変動 圧力の変動を除去しま
す。

ガンがガン洗浄ボック
スにない。

使用してない時は、ガ
ンがガン洗浄ボックス
内で交換されており、
かつカバーが閉められ
ていることを確認して
下さい。

SGD1 アラー
ム

ガン洗浄
ボックス開

システムがパージを試
みている時に、GFBが
開いたままです。

GFB圧力スイッチが配
線されていない/作動
していない。

圧力スイッチが正しく
EFCMに配線されてい
ることを再確認して下
さい。

334271E 69



システムエラー

コード 種類 説明 問題 原因 解決法

溶剤フロースイッチが
作動していません。

スイッチを交換しま
す。

溶剤の流量が遅すぎ
て、溶剤スイッチが作
動しません。

溶剤圧力を上げ、高い
パージ流量を駆動しま
す。

ガンのトリガーが引け
ない

操作者は、パージが
完了したことをブース
コントロールが示すま
で、設定した時間洗浄
を続ける必要がありま
す。

SPD1 アラー
ム

ガンのパー
ジが未完了

ユーザーが指定した
パージする溶剤の量に
到達することなく、シ
ステムがタイムアウト
しました。

混合マニホールドが噴
射位置にセットされて
いないため、スプレー
ガンへの溶剤のフロー
をブロックしていま
す。

マニホールドを洗浄位
置にセットします。
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システムエラー

混合エラー

コード 種類 説明 問題 原因 解決法

溶剤フロースイッチが
フロー位置で固定して
います。

スイッチを掃除するか
交換します。

F7S1 アラー
ム

フローが検
知された溶
剤ガン

溶剤フロースイッチ
が予期しない溶剤のフ
ローがあることを示し
ています。

溶剤カットオフバルブ
に漏れがあります。

漏れを確認してバルブ
を修理します。

一方又は双方の溶剤フ
ロースイッチがフロー
位置で固定していま
す。

スイッチを掃除するか
交換します。

F7S2 アラー
ム

溶剤混合で
フローを検
知

溶剤フロースイッチ
は、双方が同時に溶剤
を流していることを示
します。「壁面で混
合」のあるシステムに
のみ該当します。 一方又は双方のカット

オフバルブに漏れがあ
ります。

漏れを確認してバルブ
を修理します。

パージ処理が完了ませ
んでした。

パージ処理が完了した
ことを確認してくださ
い。

QPD1 アラー
ム、そ
の後、
偏差

ポットライ
フの寿命切
れ

システムが混合材料ラ
インを通して必要な量
な材料を移動させる前
にポットライフが切れ
ました。 溶剤の供給が途絶えて

いるか、空になってい
ます。

溶剤の供給があり、供
給バルブが開いている
ことを確認してくださ
い。

QP## 偏差 ポットライ
フ有効期限
切れレシピ
##

システムがレシピ##を
ロードしているインア
クティブなガンに、混
合材料ラインを通して
必要な量な材料を移動
させる前にポットライ
フが切れました。
*これは複数ガンのあ
るシステムにのみ該当
します。

インアクティブなガン
にはレシピ##の混合マ
テリアルがロードされ
ていますが、必要な期
間内に十分な量を排出
しませんでした。

インアクティブなガン
をパージします。

混合マニホールドが噴
射位置にセットされて
いません。

マニホールドを噴射位
置にセットします。

スプレーガンのトリ
ガーが引かれていませ
ん。

充填完了 LEDが点滅を
停止するまで、充填処
理中にガンにフローを
通さないでください。

SND1 アラー
ム

混合の充填
が未完了

混合の充填サイクルが
ガンに混合材料をロー
ドする前に、システム
はタイムアウトしまし
た。

ミキサー、マニホー
ルド、またはスプレー
ガンに障害物がありま
す。

障害物を取り除いてく
ださい。
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システムエラー

ポンプエラー

注：下にリストされているいくつかのエラーコードで、a # 記号は最後の桁に表示されます。この記号は、
該当するコンポーネント番号を示します。これは変更される場合があります。ユニットの表示は、コード
の最後の桁として該当する番号に表示します。たとえば、この表にリストされている F1S# コードは、影
響受けるコンポーネントがポンプ 1 の場合は F1S1、ポンプ 2 の場合は、F1S2 として表示されます。

コード 種類 説明 問題 原因 解決法

システムに漏れ、ま
たは開いたバルブがあ
り、流量が制限を受け
ていません。

システムに漏れが無い
か点検します。

ポンプが制限を受け
ることなくキャビテー
ションを発生させ、循
環しています。

ポンプに材料が供給さ
れていることを確認し
てください。

ノズルのサイズに対し
て材料の粘度が小さす
ぎます。

制限を大きくするため
にノズルのサイズを小
さくします。流量を下
げるために塗料の圧力
を減らします。

DA0# ア
ラー
ム

ポンプ # で
最大流量超
過

ポンプが最大流量を超
えています。

システム圧力またはフ
ロー設定値が高すぎま
す(ポンプの運転が困
難になります)。

流量を下げるために圧
力又はフロー設定値を
減らします。

ポンプまたはラインに
材料がありません。

ポンプと下流のカラー
ラインに材料がロード
されていることを確認
してください。

DE0# ア
ラー
ム

ポンプ # で
漏れ検出

「失速試験圧力」とい
う目標にポンプが圧力
を構築できないとき、
これは手動の失速試験
の失敗です。30 秒後
に失敗します。 システムに漏れがあり

ます。
システムの液漏れを
目で見て点検し、漏れ
が内部または外部で起
きているか確認してく
ださい。緩んだ、また
は摩耗したホース、
フィッティング、シー
ルを修理します。摩耗
が無いか、すべてのバ
ルブシートとニードル
を点検し、摩耗したピ
ストンまたはスロート
シールを交換します。

DF0# ア
ラー
ム

ポンプ # が
上方向に失
速しない

ポンプは失速試験に不
合格になり、アップス
トロークでは失速しま
せんでした。

バルブの不良、シール
の不良、ロッドまたは
シリンダーの摩耗。

アップストロークのイ
ンレットバルブ、アウ
トレットバルブ、シー
ルを交換します。ピス
トンとスロートシール
を交換します。必要に
応じてロッドとシリン
ダーを交換します。

72 334271E



システムエラー

コード 種類 説明 問題 原因 解決法
DG0# ア

ラー
ム

ポンプ # が
下方向に失
速しない

ポンプは失速試験に不
合格になり、ダウンス
トロークでは失速しま
せんでした。

バルブの不良、シール
の不良、ロッドまたは
シリンダーの摩耗。

ダウンストロークのイ
ンレットバルブ、アウ
トレットバルブ、シー
ルを交換します。ピス
トンとスロートシール
を交換します。必要に
応じてロッドとシリン
ダーを交換します。

DH0# ア
ラー
ム

ポンプ # が
失速しない

ポンプは失速試験に不
合格になり、アップス
トロークまたはダウン
ストロークでは失速し
ませんでした。

バルブの不良、シール
の不良、ロッドまたは
シリンダーの摩耗。

アップストロークと
ダウンストロークのイ
ンレットバルブ、アウ
トレットバルブ、シー
ルを交換します。ピス
トンとスロートシール
を交換します。必要に
応じてロッドとシリン
ダーを交換します。

DK0# ア
ラー
ム

ポンプ # の
位置

ポンプが位置以外に
あることを検知しまし
た。

ポンプの電源を入れ直
し、ポンプをリセット
します。入口供給圧が
高すぎないことを確認
して下さい。

EBH# 記録 ホーム完了
ポンプ #

ポンプのホームの記録
が完了しました。

ポンプのホーム機能が
完了したことを示しま
す。

対策の必要はありませ
ん。

ポンプの投与バルブが
動作しませんでした。

ソレノイドバルブへの
空気圧を確認してくだ
さい。バルブが動作し
ていることを確認して
ください。

モーターがポンプおよ
びリニアアクチュエー
タを駆動できませんで
した。

モーターがポンプを駆
動していることを確認
してください。

EF0# ア
ラー
ム

ポンプ # の
起動時にタ
イムアウト

ポンプは指定した時間
内にホーム位置に移動
できませんでした。

機械的なシステムの公
差によってポンプのス
トロークが短くなって
います。

リニアアクチュエータ
とポンプピストンロッ
ドが正しく組み立てら
れているか確認してく
ださい。ポンプ取扱説
明書を参照して下さ
い。

ポンプの投与バルブが
動作しませんでした。

目で見てバルブを点検
して正常に運転してい
ることを確認し、空気
圧が 85 psi (0.6 MPa,
6.0 bar) であることを
確認してください。

EF1# ア
ラー
ム

ポンプ # の
シャットダ
ウン時にタ
イムアウト

ポンプは指定した時間
内にパーク位置に移動
できませんでした。
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システムエラー

コード 種類 説明 問題 原因 解決法

ポンプに粘度の高い
塗料が充填されている
ため、ストロークの終
端までピストンを動か
せません。モーターま
たはドライブが摩耗し
ているか損傷していま
す。

モーターとドライブ
のアセンブリを観察し
て、モーターが力を発
生させていることを確
認してください。

ポンプまたはカラース
タックの出口側に障害
物があります。

カラースタックに障害
物が無いことと、ダン
プバルブが作動してい
ることを確認してくだ
さい。

粘度の高い液体の場
合、ポンプにはより高
い圧力が必要です。

必要に応じて非混合圧
力を上昇させ、充填操
作中にフローを発生さ
せます。

F1F# ア
ラー
ム

ポンプ # 充
填中に低流
量

ポンプ充填操作中に、
流量がないか低流量で
す。

システムが設定値に適
う十分な圧力を形成す
るためには、ポンプは
移動する必要はありま
せん。

必要に応じて非混合圧
力を上昇させ、充填操
作中にフローを発生さ
せます。

F1S# ア
ラー
ム

ポンプ #
パージ中に
低流量

ポンプパージ操作中
に、流量がないか低流
量です。

ポンプまたはカラース
タックの出口側に障害
物があるため、溶剤の
流量が低くなっていま
す。

システムに障害物が無
いことを確認してくだ
さい。必要に応じて非
混合圧力を上昇させ、
パージ操作中にフロー
を発生させます。

F7D# ア
ラー
ム

ポンプ # で
流量検出

アイドルモードにお
いて、ポンプ流量が
20cc/分を上回りまし
た。

システムに漏れがあ
るか、システムがアイ
ドルモードになったと
きにガンが開いていま
す。

システムに漏れが無い
か点検します。エアフ
ロースイッチが正しく
作動していることを確
認してください。エア
を噴射することなくガ
ンのトリガーを引かな
いでください。

F8D1 ア
ラー
ム

流量未検出 混合中にフローがあり
ません。

ポンプまたはカラース
タックの出口側に障害
物があります。

システムに障害物が無
いことを確認してくだ
さい。

F9D# ア
ラー
ム

流量が不安
定なポンプ
#

アイドルモードにな
るときに、ポンプの流
量が安定しませんでし
た。

システムに漏れがあり
ます。

システムに漏れが無い
か確認し、手動失速試
験を実行します。

SAD1 ア
ラー
ム

溶剤の噴霧 溶剤、希釈された材
料、または未知の材料
がガンの中にある間、
エアフロースイッチが
アクティブになりま
す。

スプレーガンをパージ
または充填する前に、
噴霧化エア供給がオフ
になっていません。

スプレーガンをパージ
または充填する前に、
噴霧化エアがオフに
なっていることを確認
してください。噴霧化
エア供給の AA カット
オフバルブを使用しま
す。
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システムエラー

圧力エラー

注：下にリストされているいくつかのエラーコードで、a # 記号は最後の桁に表示されます。この記号は、
該当するコンポーネント番号を示します。これは変更される場合があります。ユニットの表示は、コード
の最後の桁として該当する番号に表示します。たとえば、この表にリストされている P6F# コードは、影
響受けるコンポーネントがポンプ 1 の場合 P6F1、ポンプ 2 の場合は、P6F2 として表示されます。

コード 種類 説明 問題 原因 解決法
F6F# ア

ラー
ム

圧力感度取
り除いて入
口 #

システムの予測時に、
トランスデューサーの
入口圧力が検出されま
せん。

トランスデューサが外
れています。

トランスデューサが正
しく接続されているこ
とを確認してくださ
い。接続し直してもア
ラームが消えない場合
は交換してください。

P1F# ア
ラー
ム

インレット
ポンプ # で
圧力が低い

ポンプ # の入口圧力
が、ユーザーが入力し
たアラーム範囲より低
くなっています。

入口圧力を上げます。

P2F# 偏差 入口で圧力
が低いポン
プ #

ポンプ # の入口圧力
が、ユーザーが入力し
た偏差範囲より低く
なっています。

入口圧力を上げます。

P3D# 偏差 アウトレッ
トポンプ #
で圧力が高
い

ポンプ # の出口圧力
が、ユーザーが入力し
た偏差範囲より高く
なっています。

システムの圧力を開放
します。

P3F# 偏差 インレット
ポンプ # で
圧力が高い

ポンプ # の入口圧力
が、ユーザーが入力し
た偏差範囲より高く
なっています。

入口圧力を下げます。

P4D# ア
ラー
ム

出口圧力が
高いポンプ
#

ポンプ # の出口圧力
が、ユーザーが入力し
たアラーム範囲より高
くなっています。

システムの圧力を開放
します。

P4F# ア
ラー
ム

入口の圧力
が高いポン
プ #

ポンプ # の入口圧力
が、ユーザーが入力し
たアラーム範囲より高
くなっています。

入口圧力を下げます。

P4P# ア
ラー
ム

圧力が高い
供給ポンプ
#

ポンプ# のポンプ供給
液圧がユーザーの入力
した失速試験圧力より
も90% 以上高くなって
います。

ポンプ供給圧力が高過
ぎます。

ポンプ#の供給を確認
して、供給圧を下げま
す。

P6D# ア
ラー
ム

圧力感度取
り除かれた
出口 #

システムの予測時に、
圧力トランスデュー
サーの出口圧力が検出
されません。

トランスデューサが外
れています。

トランスデューサが正
しく接続されているこ
とを確認してくださ
い。接続し直してもア
ラームが消えない場合
は交換してください。
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システムエラー

コード 種類 説明 問題 原因 解決法
P6F# ア

ラー
ム

圧力感度取
り除いて入
口 #

システムの予測時に、
トランスデューサーの
入口圧力が検出されま
せん。

トランスデューサが外
れています。

トランスデューサが正
しく接続されているこ
とを確認してくださ
い。接続し直してもア
ラームが消えない場合
は交換してください。

P9D# ア
ラー
ム

圧力感度故
障した出口
#

出口圧力トランス
デューサが故障してい
ます。

出口圧力トランス
デューサが故障してい
るか、圧力が読み取り
可能範囲を超えていま
す。

システムの圧力を開放
します。接続を確認す
るか、接続し直しても
アラームが消えない場
合は交換してくださ
い。

P9F# ア
ラー
ム

圧力感度故
障した入口
#

入口圧力トランス
デューサが故障してい
ます。

入口圧力トランス
デューサが故障してい
るか、読み取り可能範
囲を超えています。

システムの圧力を開放
します。接続を確認す
るか、接続し直しても
アラームが消えない場
合は交換してくださ
い。

B 側に漏れがありま
す。

すべての触媒マニホー
ルド、および配管で、
内部と外部に漏れが無
いかシステムを確認し
てください。

QADX ア
ラー
ム

A のBとの
差圧

低圧力差異このアラー
ムは混合モード中のみ
稼働します。

B 側のポンプにキャビ
テーションが発生して
います。

B 側の塗料の供給を確
認し、塗料の供給圧力
を上げます。

A 側に漏れがありま
す。

すべてのカラーマニ
ホールド、および配管
で、内部と外部に漏れ
が無いかシステムを確
認してください。

QBDX ア
ラー
ム

BのＡとの
差圧

高圧力差異このアラー
ムは混合モード中のみ
稼働します。

A 側のポンプにキャビ
テーションが発生して
います。

A 側の塗料の供給を確
認し、塗料の供給圧力
を上げます。
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システムエラー

システムエラー

コード 種類 説明 問題 原因 解決法
EB00 記録 停止ボタン

押下
停止ボタンが押された
記録です。

ADM のシステム停止
キーが押されたことを
示します。

適用なし

EC00 記録 セットアッ
プ値が変更
されました

セットアップ変数の変
更記録。

セットアップ値が変更
したときの日時を示し
ます。

適用なし

EL00 記録 システム電
源オン

電源サイクルの記録
(オン)。

システムが始動したと
きの日時を示します。

適用なし

EM00 記録 システム電
源オフ

電源サイクルの記録
(オフ)。

システムを終了したと
きの日時を示します。

適用なし

EMIX 勧告 ポンプオフ ポンプに電源は入って
おらず、移動できませ
ん。

ポンプ電源が切ってあ
るかエラーが発生しま
した。

高度ディスプレイ・モ
ジュールで、ポンプ・
スタートキーを押して
ポンプをスタートして
下さい。

ES00 勧告 工場出荷時
設定

ロードされるデフォル
トの記録。

適用なし

WSN1 ア
ラー
ム

構成エラー
– 色

システムに規定した色
がとのガンにも割り当
てされていません。*
これは複数ガンのある
システムにのみ該当し
ます。

有効なガンの割り当て
に1色以上の色が足り
ません。

全カラーポンプの全て
の色がポンプ画面4で
割り当てられているこ
とを確認して下さい。

有効なガンの割り当て
に一つ以上の触媒が足
りません。

全触媒ポンプの全ての
触媒に、ポンプ画面4
でガンが割り当てられ
ていることを確認して
下さい。

WSN2 ア
ラー
ム

構成エラー
– 触媒

システムに規定された
触媒が無効なガンに割
り当てされています。
*これは複数ガンのあ
るシステムにのみ該当
します。

ガンへの触媒割り当て
が多すぎます。

システムに対する触媒
のガン割り当て合計数
は4つを超えてはなり
ません。
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システムエラー

通信エラー

注：下にリストされているいくつかのエラーコードで、a # 記号は最後の桁に表示されます。この記号は、
該当するコンポーネント番号を示します。これは変更される場合があります。ユニットの表示は、コード
の最後の桁として該当する番号に表示します。たとえば、この表にリストされている CAC# コードは、影
響受けるコンポーネントが色変更ボード 1 の場合 CAC1、ボード 2 では CAC2 として表示されます。

コード 種類 説明 問題 原因 解決法
CA0X アラー

ム
通信。エラー
ADM

システムが高度ディ
スプレイ・モジュー
ル(ADM)を検出しま
せん。

この通信エラーは、
ネットワークと高度
表示モジュールとの
通信が途絶えたこと
を示します。

CAN ケーブルが
ADM を EFCM に接
続していることを確
認してください。

CAC# アラー
ム

通信。エラー
色変更 #

システムが色変更モ
ジュール#を検出で
きません。

この通信エラーは、
ネットワークと色変
更モジュール＃との
通信が途絶えたこと
を示します。

CAN ケーブルが色変
更モジュール＃と相
互接続モジュールに
接続していることを
確認してください。

CADX アラー
ム

通信。エラー
流体モジュー
ル

システムが高度液
体表示モジュール
(EFCM) を確認でき
ません。

この通信エラー
は、ネットワークと
EFCM との通信が途
絶えたことを示しま
す。

CAN ケーブルが
ADM を EFCM に接
続していることを確
認してください。必
要に応じて、ケーブ
ルまたは EFCM を交
換してください。

CAGX アラー
ム

通信。エラー
ゲートウェイ

パワーアップ時に接
続するよう登録した
CGMをシステムが検
出しません。

Modbus CGMアドレ
スのダイアルがシス
テムのパワーアップ
中に変更されまし
た。

CANネットワーク
からModbus CGMの
ケーブルを抜いて、
また差し込み直し、
新しいアドレスで再
登録できるようにし
て下さい。

CAG# アラー
ム

通信。エラー
Modbusゲー
トウェイ

パワーアップ時に
接続するよう登録し
たModbus CGMをシ
ステムが検出しませ
ん。

Modbus CGMが接続
していません/故障し
ています。

Modbus CGMがCAN
ネットワークに正し
く接続されており、
そのLEDが電力供給
を示していることを
確認します。

CDC# アラー
ム

重複色変更 # システムが同一の
色変更モジュールを
2 つ以上検出しまし
た。

システムの同じアド
レスに、2 つ以上の
色変更モジュールが
接続されています。

システムを確認し
て、余分な色変更モ
ジュールを取り除き
ます。

CDDX アラー
ム

重複液体モ
ジュール

システムが同一の増
強液体制御モジュー
ル(EFCM)を 2 つ以
上検出しました。

同じシステムに、2
つ以上のEFCMが接
続されています。

システムを確認し
て、余分なEFCMを
取り除きます。
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システムエラー

USB エラー

コード 種類 説明 問題 原因 解決法
EAUX 勧告 USB がビジー

状態
USB ドライブが挿入
され、ダウンロード
が進行中です。

USB ポートがデータ
をアップロードまた
はダウンロードして
いることを意味しま
す。

USB アイドル待ち

EBUX 記録 USB ドライブ
が取り外され
ました

ダウンロードまた
はアップロード中に
USB ドライブが取り
外されました。

USB データのダウン
ロードまたはアップ
ロードは USB デバイ
スの取り外しにより
中断されます。

USB デバイスを再度
取り付け、プロセス
をやり直します。

EQU0 勧告 USB アイドル USB ダウンロードが
完了し、ドライブが
取り外し可能です。

USB デバイスへの
データ転送が完了し
ました。

ADM から USB デバ
イスを外します。

EQU1 記録 USB システム
設定のダウン
ロード

設定が USB ドライブ
にダウンロードされ
ました。

ユーザーが ADM USB
ポートに USB デバイ
スをインストールし
ました。

適用なし

EQU2 記録 USB システム
設定のアップ
ロード

USB ドライブから設
定がアップロードさ
れました。

ユーザーが ADM USB
ポートに USB デバイ
スをインストールし
ました。

適用なし

EQU3 記録 USB カスタ
ム言語ダウン
ロード済み

カスタム言語が USB
ドライブにダウンロー
ドされました。

ユーザーが ADM USB
ポートに USB デバイ
スをインストールし
ました。

適用なし

EQU4 記録 USB カスタム
言語更新

カスタム言語が USB
ドライブからアップ
ロードされました。

ユーザーが ADM USB
ポートに USB デバイ
スをインストールし
ました。

適用なし

EQU5 記録 USBログがダ
ウンロードさ
れました

データログが USB ド
ライブにダウンロー
ドされました。

ユーザーが ADM USB
ポートに USB デバイ
スをインストールし
ました。

適用なし

EVUX 勧告 USB 無効 USB ドライブが挿入
されましたが、ダウ
ンロードに失敗しま
した。

システムの構成によ
り、データ転送がブ
ロックされています。

USB ダウンロード機
能を有効にするよう
に構成を変更してく
ださい。

MMUX 勧告 メンテナンス
USBログが満
杯

USB メモリーが 90%
以上いっぱいです。

システムの構成パラ
メータがこの注意を
発生させるように設
定してあります。

データが失われない
ようにダウンロード
を完了します。

WSUX 勧告 USB 設定エ
ラー

USB 構成ファイル
が、想定されている
ファイル、スタート
アップ時に確認した
ファイルと適合しま
せん。

ソフトウェアの更新
に失敗しました。

ソフトウェアを再度イ
ンストールします。
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システムエラー

コード 種類 説明 問題 原因 解決法
WXUD 勧告 USB ダウ

ンロードエ
ラー。

USB ドライブにダウ
ンロード中にエラー
が発生しました。

ユーザーが ADM USB
ポートに USB デバイ
スをインストールし
ました。

互換性のあるUSBデ
バイスでこのプロセ
スを繰り返します。

WXUU 勧告 USB アップ
ロードエラー

USB ドライブにアッ
プロード中にエラー
が発生しました。

ユーザーが ADM USB
ポートに USB デバイ
スをインストールし
ました。

互換性のあるUSBデ
バイスでこのプロセ
スを繰り返します。

その他のエラー

注：下にリストされているいくつかのエラーコードで、a # 記号は最後の桁に表示されます。この記号は、
該当するコンポーネント番号を示します。これは変更される場合があります。ユニットの表示は、コード
の最後の桁として該当する番号に表示します。たとえば、この表にリストされている B9D# コードは、影
響受けるコンポーネントがポンプ 1 の場合 B9D1、ポンプ 2 では B9D2 として表示されます。

コード 種類 説明 問題 原因 解決法
B9A0 勧告 体積ロール

オーバーAカ
レント

材料 A のバッチカ
ウンタがロールオー
バーしました。

合計器が最大値に達
し、ゼロに戻りまし
た。

適用なし

B9AX 勧告 体積ロール
オーバーA ラ
イフタイム

材料 A の総計カウン
タがロールオーバー
しました。

合計器が最大値に達
し、ゼロに戻りまし
た。

適用なし

B9B0 勧告 体積ロール
オーバーB カ
レント

材料 B のバッチカ
ウンタがロールオー
バーしました。

合計器が最大値に達
し、ゼロに戻りまし
た。

適用なし

B9BX 勧告 体積ロール
オーバーB ラ
イフタイム

材料 B の総計カウン
タがロールオーバー
しました。

合計器が最大値に達
し、ゼロに戻りまし
た。

適用なし

B9D# 勧告 体積ロール
オーバー　ポ
ンプ #

ポンプ # の総計カ
ウンタがロールオー
バーしました。

合計器が最大値に達
し、ゼロに戻りまし
た。

適用なし

B9S0 勧告 体積ロール
オーバー　溶
剤カレント

溶剤のバッチカウン
タがロールオーバー
しました。

合計器が最大値に達
し、ゼロに戻りまし
た。

適用なし

B9SX 勧告 体積ロール
オーバー溶剤
ライフタイム

溶剤の総計カウンタ
がロールオーバーし
ました。

合計器が最大値に達
し、ゼロに戻りまし
た。

適用なし

WX00 アラー
ム

ソフトウェア
のエラー

予期しないソフト
ウェアエラーが発生
しました。

Graco のテクニカル
サポートにご連絡く
ださい。
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システムエラー

較正エラー

注：下にリストされているいくつかのエラーコードで、a # 記号は最後の桁に表示されます。この記号は、
該当するコンポーネント番号を示します。これは変更される場合があります。ユニットの表示は、コード
の最後の桁として該当する番号に表示します。たとえば、この表にリストされている ENT# コードは、影
響受けるコンポーネントがポンプ 1 の場合 ENT1、ポンプ 2 では ENT2 として表示されます。

コード 種類 名前 説明
END# 記録 較正ポンプ # 較正テストがポンプで実行されまし

た。
ENS0 記録 較正溶剤メータ 較正テストが溶剤メータで実行され

ました。
ENT# 記録 較正失速試験ポンプ # ポンプ # で失速試験が成功しました。

メンテナンスエラー

注：下にリストされているいくつかのエラーコードで、a # 記号は最後の桁に表示されます。この記号
は、該当するコンポーネント番号を示します。これは変更される場合があります。たとえば、この表
にリストされている MAD# コードは、影響受けるコンポーネントがポンプ 1 の場合 MAD1、ポンプ
2 では MAD2 として表示されます。

いくつかのコンポーネントに 2 桁の数字が割り当てられるため、コードの最後の桁が英数字として表示さ
れます。2 番目の下の表は、英数字の桁をそのコンポーネント番号に関連させます。たとえば、コード
MEDZ はアウトレットバルブ 30 を示します。

コード 種類 名前 説明
MAD# 勧告 メンテナンスアウト

レットポンプ #
ポンプのメンテナンスが予定されています。

MAT# 勧告 メンテナンス失速試
験ポンプ #

ポンプのメンテナンス失速試験が予定されていま
す。

MEB# 勧告 メンテナンスバルブ
触媒 (B) #

触媒バルブのメンテナンスが予定されています。

MED# 勧告 メンテナンスバルブ
アウトレット #

アウトレットバルブのメンテナンスが予定されて
います。

MEF# 勧告 メンテナンスバルブ
入口 #

入口バルブのメンテナンスが予定されています。

MEG# 勧告 メンテナンスバルブ
ガン #

ガンバルブのメンテナンスが予定されています。

MES# 勧告 メンテナンスバルブ
溶剤 #

溶剤バルブのメンテナンスが予定されています。

MFF# 勧告 メンテナンスメータ
流量 #

流量メータのメンテナンスが予定されています。

MFS0 勧告 メンテナンスメータ
溶剤

溶剤メータのメンテナンス失速試験が予定されて
います。

MGH0 勧告 メンテナンスフィル
タ流体

流体フィルタのメンテナンスが予定されています。

MGP0 勧告 メンテナンスフィル
タエア

エアフィルタのメンテナンスが予定されています。
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システムエラー

英数字の最後の桁

英数字の桁 コンポーネント番号
1 1
2 2
3 3
4 4
5 5
6 6
7 7
8 8
9 9
A 10
B 11
C 12
D 13
E 14
F 15

英数字の桁 コンポーネント番号
G 16
H 17
J 18
K 19
L 20
M 21
N 22
P 23
R 24
T 25
U 26
V 27
W 28
Y 29
Z 30
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メンテナンス

メンテナンス

予防メンテナンススケジュール

お使いのシステムの動作条件によって、メンテナ
ンスが必要な頻度が決まります。 どのようなメン
テナンス作業がいつ必要かを記録して予防メンテ
ナンススケジュールを策定し、お使いのシステム
の定期的な点検スケジュールを決定します。

洗浄
• 液体を変更する前、装置内で液体が凝固する前、
1 日の作業終了時、保管前、および装置の修理
前に洗浄します。

• 可能な限り最低圧力で洗浄します。 コネクタか
らの漏れをチェックし、必要に応じて締めます。

• 分注する液体および装置の接液部品に適合する
洗浄液を使用して洗浄してください。

ADM の清掃

ガラスクリーナーのようなアルコールベースの家
庭用の洗剤を使用して ADM を洗浄します。
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技術データ

技術データ
容積式プロポーショナ 米国 メートル法
最大使用液圧:

低圧ポンプ内蔵のMC0500
システム

300 psi 2.1 MPa, 21 bar

高圧ポンプ内蔵のMC0500
システム

1500 psi 10.5 MPa, 105 bar

MC1000 およびMC3000エア
スプレー・システム

300 psi 2.1 MPa, 21 bar

MC2000およびMC4000エア・
アシストスプレー・システム

1500 psi 10.5 MPa, 105 bar

最高エア使用圧力: 100 psi 0.7 MPa, 7.0 bar

給気: 85-100 psi 0.6–0.7 MPa, 6.0–7.0 bar)
エアフィルタインレットサイ
ズ:

3/8 npt(f)

エアロジックの空気のフィル
タ (Graco 提供)

5 ミクロン (最低限) のフィルタが必要; 清浄かつ乾燥したエア

空気噴霧用の空気フィルタ
(ユーザーによって供給され
たもの)

30 ミクロン (最低限) のフィルタが必要、清浄かつ乾燥したエア

混合比率の範囲: 0.1:1 ～ 50:1、±1%

扱われている液体: 1 または 2 コンポーネント:

• 溶剤と水性塗料
• ポリエチレン
• エポキシ
• 酸性触媒ニス
• 水分に敏感なイソシアネート

液体の粘度範囲: 20-5000 センチポアズ
液体のフィルタ (ユーザー提
供):

最小100 メッシュ

最大液体流量: 800 cc/分 (低粘度の材料による)
液体出口サイズ: 1/4 npt (m)

外部電源要件: 90 - 250 Vac、50/60 Hz、最大7 ampsドロー

最大15 ampの回路ブレーカが必要

8 ～ 14 AWG 電源ワイヤゲージ
動作温度範囲: 36～122°F 2～50°C

保管温度範囲: -4～158°F -20～70°C

重量 (概数): 195 ポンド 88 kg

音のデータ： 75 dB (A) 未満
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技術データ

容積式プロポーショナ 米国 メートル法
接液部品:

MC0500 ポンプは別売り: 接液部品情報については選択したポン
プの説明書を参照して下さい。

MC1000およびMC2000 17–4PH、303、304 SST、炭化タングステン (ニッケル成形剤付き)

パーフロロエラストマ、PTFE、PPS、UHMWPE
MC3000およびMC4000 316 SST、17–4PH SST、PEEK、

パーフロロエラストマ、PTFE、PPS、UHMWPE
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Graco Standard Warranty

Graco warrants all equipment referenced in this document which is manufactured by Graco and bearing its
name to be free from defects in material and workmanship on the date of sale to the original purchaser for use.
With the exception of any special, extended, or limited warranty published by Graco, Graco will, for a period of
twelve months from the date of sale, repair or replace any part of the equipment determined by Graco to be
defective. This warranty applies only when the equipment is installed, operated and maintained in accordance
with Graco’s written recommendations.
This warranty does not cover, and Graco shall not be liable for general wear and tear, or any malfunction,
damage or wear caused by faulty installation, misapplication, abrasion, corrosion, inadequate or improper
maintenance, negligence, accident, tampering, or substitution of non-Graco component parts. Nor shall Graco
be liable for malfunction, damage or wear caused by the incompatibility of Graco equipment with structures,
accessories, equipment or materials not supplied by Graco, or the improper design, manufacture, installation,
operation or maintenance of structures, accessories, equipment or materials not supplied by Graco.
This warranty is conditioned upon the prepaid return of the equipment claimed to be defective to an authorized
Graco distributor for verification of the claimed defect. If the claimed defect is verified, Graco will repair or replace
free of charge any defective parts. The equipment will be returned to the original purchaser transportation
prepaid. If inspection of the equipment does not disclose any defect in material or workmanship, repairs will be
made at a reasonable charge, which charges may include the costs of parts, labor, and transportation.
THIS WARRANTY IS EXCLUSIVE, AND IS IN LIEU OF ANY OTHER WARRANTIES, EXPRESS OR IMPLIED,
INCLUDING BUT NOT LIMITED TO WARRANTY OF MERCHANTABILITY OR WARRANTY OF FITNESS
FOR A PARTICULAR PURPOSE.
Graco’s sole obligation and buyer’s sole remedy for any breach of warranty shall be as set forth above. The
buyer agrees that no other remedy (including, but not limited to, incidental or consequential damages for lost
profits, lost sales, injury to person or property, or any other incidental or consequential loss) shall be available.
Any action for breach of warranty must be brought within two (2) years of the date of sale.
GRACO MAKES NO WARRANTY, AND DISCLAIMS ALL IMPLIED WARRANTIES OF MERCHANTABILITY
AND FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE, IN CONNECTION WITH ACCESSORIES, EQUIPMENT,
MATERIALS OR COMPONENTS SOLD BUT NOT MANUFACTURED BY GRACO. These items sold, but not
manufactured by Graco (such as electric motors, switches, hose, etc.), are subject to the warranty, if any, of
their manufacturer. Graco will provide purchaser with reasonable assistance in making any claim for breach of
these warranties.
In no event will Graco be liable for indirect, incidental, special or consequential damages resulting from Graco
supplying equipment hereunder, or the furnishing, performance, or use of any products or other goods sold
hereto, whether due to a breach of contract, breach of warranty, the negligence of Graco, or otherwise.

Graco に関する情報
Graco 製品についての最新情報には、www.Graco.com に移動してください。
注文については、Graco 販売代理店にお問い合わせください。または、電話にて最寄りの販売代理店をご
確認ください。
電話:612-623-6921または無料通話: 1-800-328-0211 ファックス: 612-378-3505

本書に記載されているすべての文章または画像データには、出版の時点で入手可能な最新の製品情報が反映されています。

Graco はいつでも予告なしに内容を変更する権利を留保します。

特許の情報については、www.graco.com/patents を参照してください。

取扱説明書原文の翻訳。 This manual contains Japanese. MM 332562

Graco 本社:ミネアポリス
海外拠点: ベルギー、中国、日本、韓国

GRACO INC. AND SUBSIDIARIES • P.O. BOX 1441 • MINNEAPOLIS MN 55440-1441 • USA
Copyright, Graco Inc. 2013すべての Graco 製造場所は ISO 9001 に登録されています。

www.graco.com
改訂E - 2017 年 9月
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